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国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
「
重
点
『
道
の
駅
』
制
度
」
を
創
設
し
、
全

国
の
「
道
の
駅
」
の
模
範
と
な
る
「
全
国
モ
デ
ル
『
道
の
駅
』」
６
カ
所
、

将
来
性
が
期
待
さ
れ
る
「
重
点
『
道
の
駅
』」
35
カ
所
、「
重
点
『
道
の
駅
』

候
補
」
49
カ
所
を
選
定
し
た
。
道
の
駅
は
登
録
制
度
発
足
か
ら
20
年
余
で

全
国
１
０
４
０
駅
（
平
成
26
年
10
月
現
在
）
に
増
え
て
「
第
２
ス
テ
ー
ジ
」

に
入
り
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
雇
用
創
出
な
ど
地
域
に
貢
献
す
る

公
的
施
設
と
し
て
「
地
方
創
生
」
拠
点
へ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
同
省

は
他
省
庁
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
優
れ
た
道
の
駅
を
経
済
の
好
循

環
を
地
方
に
波
及
さ
せ
る
成
長
戦
略
の
拠
点
と
し
て
、
重
点
的
に
支
援
す

る
方
針
だ
。

�

＝
２
～
5
面
に
関
連
記
事

　
高
度
成
長
の
一
時
期
、「
地
方
の
時

代
」
と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。

今
は
地
方
の
活
力
が
衰
え
、国
は
「
地

方
創
生
」
を
旗
印
に
地
方
の
て
こ
入

れ
を
始
め
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
創

設
さ
れ
た
の
が
「
重
点
『
道
の
駅
』

制
度
だ
。
道
の
駅
を
拠
点
に
地
域
が

活
力
を
取
り
戻
し
、
雇
用
を
創
出
し

て
、
社
会
的
、
経
済
的
な
好
循
環
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
「
道
の
駅
」
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
立
ち

寄
る
ト
イ
レ
・
休
憩
施
設
と
し
て
誕

生
。
情
報
提
供
機
能
、
地
域
連
携
機

能
を
持
つ
休
憩
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
、
今
で
は
「
道
の
駅
」
自
体
が
目

的
地
と
な
り
、
ま
ち
の
特
産
物
や
観

光
資
源
を
活
か
し
て
ひ
と
を
呼
び
、

地
域
に
し
ご
と
を
生
み
出
す
核
へ
進

化
し
た
。

　
「
重
点
『
道
の
駅
』」
制
度
は
、「
道

の
駅
」
を
地
方
創
生
の
拠
点
と
な
る

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
箇
所

に
選
び
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
計

画
段
階
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
。

「
道
の
駅
」
を
、
地
域
外
か
ら
活
力
を

呼
ぶ
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」
と
、
地

域
の
元
気
を
創
る
「
地
域
セ
ン
タ
ー

型
」
の
二
つ
に
分
類
し
て
選
考
し
た
。

　
「
全
国
モ
デ
ル
駅
」
は
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
特
に
優
れ
た
機
能

を
継
続
的
に
発
揮
し
て
い
る
駅
。「
重

点
『
道
の
駅
』」
は
、
優
れ
た
企
画
が

あ
り
、
今
後
の
重
点
支
援
で
効
果
的

な
取
り
組
み
が
期
待
で
き
る
駅
で
、

重点「道の駅」制度発進
交
流
会
で
道
の
駅
の
前
途
を
祝
し
て
気
勢
を
挙
げ
る
首
長
や
駅
長
ら
関
係
者
。
乾
杯
の
音
頭
は
地
ビ
ー
ル
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
設
置
者
の
関
清
川
場
村
村
長
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

と
も
に
国
土
交
通
大
臣
が
選
定
。
地

域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
意
欲
的
な

取
り
組
み
が
期
待
で
き
る
駅
を
「
重

点
『
道
の
駅
』
候
補
」
と
し
て
地
方

整
備
局
長
ら
が
選
定
し
た
。

　
道
の
駅
は
「
地
域
の
振
興
に
寄
与
」

「
地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か
な

に
ぎ
わ
い
の
場
」
が
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
で
、
ま
さ
に
「
地
方
創
生
」
の
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
選
定
証
の
授
与
式
は
２
月
、
東
京

で
行
わ
れ
道
の
駅
設
置
者
の
自
治
体

首
長
が
勢
ぞ
ろ
い
、
太
田
昭
宏
国
土

交
通
大
臣
が
選
定
証
、
表
彰
盾
を
手

交
し
「
国
も
応
援
し
て
い
く
の
で
、

道
の
駅
が
刺
激
し
合
い
地
域
活
性
化

の
核
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し

た
。

スペース・アップルよいち
嶋保駅長

　日本人初の宇宙飛行士毛利衛さんの誕

北海道余市町黒川町 6-4
国道 229 号　TEL.0135-22-1515

生地。宇宙記念館に隣接し、ショップには宇宙食
や宇宙グッズ、町特産のりんごや葡萄などの果物、
甘エビなどの海産物、洋酒類が豊富です。近くの
ニッカウヰスキー余市蒸留所では、日本のウイス
キーの父竹鶴政孝と妻リタの私邸も見学可。

第九の里
梶久美子副館長

　第一次大戦時の「板東俘虜収容所」

徳島県鳴門市大麻町檜字東山田 53
県道 41 号　TEL.088-689-1119

ドイツ兵と地元民との交流を後世に伝える「ドイ
ツ村公園」内にあり、アジアで初めてベートーヴェ
ンの交響曲第九が演奏された地です。物産館は俘
虜兵舎を移築した登録有形文化財。なると金時、
鳴門わかめ等特産品を多数販売しています。

おおとう桜街道
梅林英三支配人

　日本最大級の道の駅。新鮮な海産物、

福岡県大任町今任原 1339
主要地方道八女香春線　TEL.0947-63-4430

農産物が毎日届く直売所、８店が味を競う食事処が
入る物産館内の優美な１億円トイレが評判です。天
然温泉施設には、露天風呂・珍しい「薬石浴」など
７種類。子供広場では電動遊具などで家族が１日楽
しめ、隣接の桜街道もオススメです。
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都
内
で
選
定
証
授
与
式

　選定
証
の
授
与
式
は
２
月
26

日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
、
選
定
に

当
た
っ
た
有
識
者
懇
談
会
の
メ
ン

バ
ー
、
選
定
さ
れ
た
道
の
駅
設
置

者
の
市
町
村
長
や
駅
長
、
太
田
昭

宏
国
交
相
は
じ
め
国
関
係
者
ら
約

５
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　
太
田
大
臣
は
挨
拶
で
、
地
方
創

生
の
実
を
上
げ
る
た
め
、重
点「
道

の
駅
」
制
度
を
活
用
し
て
国
も
積

極
的
に
支
援
し
て
い
く
と
表
明
。

「
私
は
い
つ
も
右
手
に
観
光
、
左

手
に
道
の
駅
と
言
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
独

自
の
創
意
工
夫
で
地
域
の
課
題
解

決
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
道
の
駅
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

　
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
を
皮

太
田
国
交
相
・
駅
長
・
市
長
ら
500
人
出
席

「遠野風の丘」など全国モデル道の駅には選定証や盾のほか
特製のタペストリーも贈呈（披露する本田敏秋遠野市長＝右）

い
」
と
決
意
表
明
。

　
交
流
会
に
移
っ
て
「
遠
野
風
の

丘
」
の
本
田
敏
秋
市
長
が
開
会
挨

拶
し
「
地
域
の
個
性
の
中
か
ら
光

り
輝
く
も
の
を
発
信
し
、
道
の
駅

が
手
を
つ
な
ぎ
連
携
し
て
い
く
中

で
地
方
の
底
力
を
示
そ
う
」
と
気

勢
を
挙
げ
た
。

　
選
考
に
当
た
っ
た
有
識
者
懇
談

会
委
員
長
の
石
田
東
生
筑
波
大
学

大
学
院
教
授
は
「
企
画
提
案
に
は

ど
こ
も
工
夫
と
努
力
に
愛
情
と
夢

と
希
望
が
溢
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

地
域
の
共
感
を
得
た
と
思
う
。
自

信
と
ヤ
ル
気
と
希
望
が
あ
れ
ば
、

地
方
創
生
が
実
現
す
る
」
と
感
想

を
語
っ
た
。

　
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
も

　
栃
木
県
の
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」

に
は
多
く
の
視
察
者
が
訪
れ
る
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
素
晴
ら
し
く
廃

校
跡
の
校
庭
に「
手
づ
く
り
工
房
」

と
い
う
特
産
品
加
工
所
を
新
設
、

校
舎
な
ど
を
利
用
し
て
農
産
物
加

工
品
の
開
発
・
製
造
に
取
り
組
み
、

物
販
コ
ー
ナ
ー
を
デ
パ
ー
ト
さ
な

が
ら
に
リ
フ
ォ
ー
ム
。
防
災
館
を

新
設
し
平
時
は
無
料
休
憩
ス
ペ
ー

ス
に
利
用
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら

し
て
実
践
す
る
。

　
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
ゆ
ず
製

品
や
地
元
産
イ
チ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
多
様
な
農
産
物
加
工
品

に
加
え
、
健
康
食
品
え
ご
ま
オ
イ

ル
の
加
工
品
も
開
発
。町
長
が「
私

が
元
気
な
の
は
こ
れ
の
お
か
げ
」

と
自
身
も
セ
ー
ル
ス
す
る
。
茂
木

産
完
熟
イ
チ
ゴ
と
ミ
ル
ク
ア
イ
ス

を
手
ご
ね
に
し
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
「
お
と
め
み
る
く
ミ
ル
ク
」
も

人
気
。　主要

事
業
の
農
産
物
販
売
で

は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
売
り
上
げ
情

報
を
自
動
処
理
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
生
産
者
に
メ
ー
ル
転
送
し
、

生
産
者
に
よ
る
在
庫
管
理
に
協

力
。
全
農
産
物
の
栽
培
履
歴
書
提

出
を
義
務
付
け
、
専
門
職
が
農
薬

な
ど
の
適
合
確
認
を
し
て
出
荷
許

可
す
る
厳
し
い
品
質
管
理
。
70
％

が
地
元
産
品
で
、
残
る
30
％
も
県

内
産
品
が
占
め
る
と
い
う
。

　
県
内
共
通
事
業
と
し
て
県
内
道

の
駅
の
社
員
の
合
同
接
遇
研
修
会

を
開
催
し
た
り
、
旅
行
の
補
助
な

ど
、
地
域
創
生
の
あ
ら
ゆ
る
取
り

組
み
を
実
践
し
、
近
隣
道
の
駅
の

立
ち
上
げ
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
成
功
の
背
景
に
は
①
町
長
と
役

場
担
当
者
（
駐
在
２
名
）、
駅
支

配
人
の
３
者
が
一
体
と
な
り
、
意

欲
的
に
駅
の
運
営
・
改
善
に
取
り

組
む
②
道
の
駅
が
店
と
し
て
の
収

益
で
な
く
町
全
体
の
利
益
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
生
産
者

や
利
用
者
ら
多
く
の
関
係
者
の
共

感
を
得
て
、
地
域
と
一
体
感
あ
る

経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

駆
け
つ
け
「
地
域
が
自
由
に
創
意

工
夫
を
生
か
す
の
が
地
方
創
生

だ
。
道
の
駅
が
地
方
創
生
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
期
待
を
込
め
挨
拶
し
た
。

　
会
場
に
は
選
ば
れ
た
駅
ご
と
に

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、「
道

の
駅
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
や
特
色
あ
る
地
場
産
品
の

写
真
と
と
も
に
、
独
自
に
開
発
し

た
特
産
品
な
ど
を
展
示
し
、
参
加

者
は
各
地
の
自
慢
の
味
の
試
食
や

試
飲
を
楽
し
ん
だ
。
太
田
大
臣
や

石
破
大
臣
も
各
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

回
っ
て
、
首
長
や
駅
長
を
激
励
。

出
席
者
は
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

参
考
に
し
よ
う
と
意
欲
的
に
展
示

に
見
入
っ
て
い
た
。

　
会
場
で
拾
っ
た
首
長
や
駅
長
の

声
を
紹
介
す
る
。

　
▽
秋
田
県
「
象
潟
」
設
置
者
・

横
山
忠
長
に
か
ほ
市
長

　
鳥
海
山
や
名
勝
九
十
九
島
な
ど

豊
か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
外
国

人
観
光
客
も
増
え
て
い
ま
す
。
重

点
道
の
駅
選
定
を
機
に
、
周
辺
の

六
つ
の
道
の
駅
と
も
連
携
し
て
広

域
周
遊
観
光
圏
と
し
て
活
動
し
、

岩
が
き
な
ど
特
産
品
や
見
ど
こ
ろ

２

切
り
に
設
置
者
の
首
長
に
選
定
証

と
表
彰
盾
を
太
田
大
臣
が
授
与
。

モ
デ
ル
６
駅
に
は
道
の
駅
マ
ー
ク

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
特
性
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
も
贈
ら
れ
た
。
選
ば
れ
た

駅
は
首
長
が
地
元
特
産
の
自
慢
の

一
品
を
持
っ
て
登
壇
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
ひ
と
口
Ｐ
Ｒ
。
ご
当
地

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
マ
ス
コ
ッ
ト
を
引

き
連
れ
た
首
長
や
法
被
姿
な
ど
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
首

長
も
い
て
式
を
和
ま
せ
た
。

　
モ
デ
ル
駅
に
選
ば
れ
た
「
も
て

ぎ
」（
栃
木
県
茂
木
町
）
の
古
口

達
也
町
長
が
代
表
し
て
お
礼
の
挨

拶
を
し
「
選
ば
れ
た
の
は
全
国
の

道
の
駅
フ
ァ
ン
の
お
か
げ
。
さ
ら

に
創
意
工
夫
を
重
ね
頑
張
り
た

地域と一体感のある経営

もてぎ　厳しい商品の品質管理

ポート赤碕
山下一郎駅長

　漂着韓国漁船を2度にわたり救助し

鳥取県琴浦町別所 255
国道 9号　TEL.0858-49-2020

た縁で設けられ「恋人の聖地」にも指定されてい
る日韓友好交流公園、韓国からの風を受けると動
く重さ２㌧の石風車、韓国資料館・物産館が人気
です。そのほか地元漁協、農協直営の新鮮な海産
物、農産物の直売所などの魅力がいっぱい！

かでな
渡口朋子駅長

　米軍嘉手納基地に隣接し、屋上展望

沖縄県嘉手納町屋良 1026-3
国道 58 号　Tel.098-957-5678

場からＦ -15戦闘機や空中給油機などが離発着す
る飛行場を一望できます。レストランの名物ジャ
ンボチーズバーガーは、１人では食べきれないほ
どのアメリカンサイズ。町特産の野国いもペース
トを使った野国いもソフトクリームも人気です。

根来さくらの里
中川隆弘店長

　旬の味がギュッと詰まって今一番お

和歌山県岩出市押川 37-1
県道 63 号　TEL.0736-69-0210

いしい、収穫されたばかりの野菜やくだものを直
販します。作り手の顔が見える安心・安全な、外
見にとらわれずに流通コストを抜きにした低価格
が魅力です。近くの根来寺には4月、境内と周辺
に7000本もの桜が咲き誇り、大賑わいします。

コスチュームで人目
をひくグループも

選定された駅は自慢の特産品
を太田国交相にひと口ＰＲ

石破茂地方創生担当大臣も駆
けつけ道の駅への期待を表明

交流会場には各地の自慢の
特産品が並び試食や試飲も

ご当地ゆるキャラのマスコッ
トを繰り出す市町村まで

自慢の特産品を持ち寄り太田
国交相や参加者にひと口Ｐ
Ｒ（大久保太一常陸太田市
長は特産ヨーグルトをＰＲ）

を
紹
介
す
る
観
光
情
報
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
も
新
施
設
で
始
め

て
い
ま
す
。

　
▽
長
野
県
「
あ
お
き
」
設
置
者

・
北
村
政
夫
青
木
村
長

　
豊
か
な
自
然
に
誘
わ
れ
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
増

え
て
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新

開
発
の
タ
チ
ア
カ
ネ
そ
ば
、
芽
を

出
し
た
直
後
で
健
康
に
も
い
い
に

ん
に
く
加
工
品
づ
く
り
が
進
み
出

し
、
道
の
駅
は
新
た
で
重
要
な
村

の
核
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
▽
高
知
県
「
か
わ
う
そ
の
里
す

さ
き
」
設
置
者
・
楠
瀬
耕
作
須
崎

市
長

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
危
機

対
策
で
津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
防

災
拠
点
化
を
第
一
に
し
ま
す
。
ニ

ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
生
息
が
最
後
に

確
認
さ
れ
た
近
く
の
清
流
で
は
ア

ユ
が
絶
品
で
す
。

　
▽
山
口
県
「
蛍
街
道
西
ノ
市
」

の
下
口
田
鶴
子
駅
長

　
蛍
の
乱
舞
を
川
船
に
乗
っ
て
鑑

賞
す
る
ツ
ア
ー
は
他
に
な
い
と
、

九
州
か
ら
も
沢
山
の
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
４
月
の
梨
の

花
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
も
人
気
で
外

国
人
観
光
客
の
参
加
も
増
え
ま
し

た
。
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紀宝町ウミガメ公園
石本慶紀駅長

　全国で唯一ウミガメと触れ合える道の

三重県南牟婁郡紀宝町井田７６８－７
国道 42 号　TEL. 0735-33-0300

駅。温暖多雨な気象により、美味しいみかん生産
が年中可能です。館内はウミガメプール、ウミガ
メグッツが揃う資料館、物産館、地元食材中心の
レストランなど５エリア。高速道延長や世界遺産
熊野古道10周年などでお客様が増えています。

越後川口
小宮山芳治駅長

　当駅の魅力は、なんと言っても直売所

新潟県長岡市川口中山 84-2
国道 17 号　TEL.0258-89-4550

が充実していることです。信濃川と魚野川の織り
なす河岸段丘の川霧に育った魚沼コシヒカリや、
スイカ、メロンは一味違います。当駅独占販売の
つきたて餅や山菜風味の天然酵母パンは特に人気
大です。毎日が楽しい道の駅を目指しています。

日立おさかなセンター
寺門達也直販店組合事務局長

　地元で水揚げされる海産物の直販施

茨城県日立市みなと町 5779-24
国道 245 号　TEL.0294-54-0833

設として20年間ご愛顧頂いて来ましたが、2014
年の道の駅認定（県内海沿いで初めて）を機にリ
ニューアル。海鮮丼や刺身、浜焼き、加工品をそ
の場で食べられる機能に加え、地元の朝採り野菜
や物産品に触れ合えるよう生まれ変わりました。

重
点
「
道
の
駅
」
制
度
ス
タ
ー
ト

　
重
点
「
道
の
駅
」
は
、
人
気
の
公
的
施
設
と
し
て
道
路
利
用
者

や
地
域
の
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
た
道
の
駅
の
機
能
を

さ
ら
に
強
化
し
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
優
れ
た
駅
を
選

定
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
計
画
段
階
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る

制
度
。「
ま
ち
」
の
特
産
物
や
観
光
資
源
を
活
か
し
て
「
ひ
と
」

を
呼
び
、
地
域
に
「
し
ご
と
」
を
生
み
出
す
核
と
な
り
、
地
域
の

課
題
解
決
の
場
と
し
て
「
地
方
創
生
」
の
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
２
月
26
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
選
定
証
の
授
与

式
に
は
、
道
の
駅
設
置
者
の
自
治
体
首
長
が
一
同
に
会
し
、
道
の

駅
の
さ
ら
な
る
充
実
と
進
化
を
誓
い
合
っ
た
。

　
選
定
は
各
地
方
整
備
局
等
か
ら

の
推
薦
を
受
け
、
設
置
自
治
体
な

ど
か
ら
道
の
駅
の
新
た
な
設
置
や

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
企
画
提
案

を
、
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て

審
査
。
道
の
駅
に
求
め
る
機
能
を

「
地
域
外
か
ら
活
力
を
呼
ぶ
『
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
型
』」
と
「
地
域
の

元
気
を
創
る
『
地
域
セ
ン
タ
ー

型
』」
に
大
別
し
、
そ
の
中
か
ら

優
れ
た
駅
や
将
来
に
期
待
で
き
る

駅
を
審
査
し
て
、全
国
モ
デ
ル「
道

の
駅
」
６
カ
所
▽
重
点
「
道
の
駅
」

35
カ
所
▽
重
点
「
道
の
駅
」
候
補

49
カ
所
を
選
ん
だ
。

　
全
国
の
「
道
の
駅
」
の
模
範
と

な
る
実
績
を
上
げ
て
い
る
「
全
国

モ
デ
ル
『
道
の
駅
』」
に
選
ば
れ

た
の
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
で
、

「
モ
デ
ル
」
に
６
カ
所

重
点
「
道
の
駅
」
35
カ
所
指
定

国
交
省

川場田園プラザの近くには D51-561 の機関車が…

もてぎではキャンドルイベントも

観
光
総
合
機
能
に
優
れ
た
「
川

場
田
園
プ
ラ
ザ
」（
群
馬
県
川

場
村
）
／
「
も
て
ぎ
」（
栃
木

県
茂
木
町
）／「
と
み
う
ら
」（
千

葉
県
南
房
総
市
）
の
３
カ
所
。

　
地
域
セ
ン
タ
ー
型
は
、
産
業

振
興
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」（
山
口
県
萩

市
）
／
「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

ー
ク
か
ら
り
」（
愛
媛
県
内
子

町
）
の
２
カ
所
。
ま
た
、
防
災

で
実
績
の
あ
る「
遠
野
風
の
丘
」

（
岩
手
県
遠
野
市
）
が
選
ば
れ

た
。

�

＝
４
面
に
詳
報

　
「
重
点
『
道
の
駅
』」
に
選
定

さ
れ
た
の
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
で「
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
」

（
北
海
道
ニ
セ
コ
町
）
な
ど
６

カ
所
。観
光
総
合
で「
象
潟
」（
秋

田
県
に
か
ほ
市
）な
ど
12
カ
所
。

移
住
で
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
み
つ

ぎ
」
な
ど
２
カ
所
。

　
地
域
セ
ン
タ
ー
型
は
、
産
業

振
興
で「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」

（
島
根
県
浜
田
市
）
な
ど
６
カ

所
。
地
域
福
祉
で
は
「
ゆ
す
は

ら
」（
高
知
県
梼
原
町
）
な
ど

５
カ
所
。
防
災
で
は「
あ
ら
い
」

（
新
潟
県
十
日
町
市
）
な
ど
４

カ
所
と
な
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
な
る
優
れ
た
企
画
が
あ

り
、
今
後
の
重
点
支
援
で
効
果

的
な
取
り
組
み
が
見
込
ま
れ
る

点
を
評
価
し
た
。
＝
５
面
に
一

覧
表

　
今
後
整
備
を
進
め
新
規
開
設

す
る
12
駅
と
、
伊
豆
地
域
の
道

の
駅
８
駅
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

す
る
「
伊
豆
道
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
／
愛
媛
県
今
治
市
の
５

駅
を
ル
ー
ト
と
し
て
結
ぶ
「
し

ま
な
み
海
道
周
辺
『
道
の
駅
』」

の
２
エ
リ
ア
も
選
ば
れ
て
い

る
。

川場田園プラザ

萩しーまーと

内子フレッシュパークからり

遠野風の丘

もてぎ とみうら

モデル「道の駅」地域センター型（産業振興）

モデル「道の駅」ゲートウェイ型（観光総合）

モデル「道の駅」地域センター型（産業振興） モデル「道の駅」地域センター型（防災）

花つみも楽しめるとみうら
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やまだ
豊間根章一駅長

　三陸海岸のど真ん中にあり、東日本大

岩手県山田町船越 6-141
国道 45 号　TEL.0193-89-7025

震災で町は甚大な被害を受けましたが、被害の無
かった当駅は休憩施設に多くの避難者を受け入れ
ました。お土産品には様々な海産物地がオススメ
ですが、新鮮な農産物も自慢で、秋には日本有数
の産地として知られる松茸が豊富に並びます。

有明
田中俊文支配人

　人気海水浴場「四郎ヶ浜ビーチ」に

熊本県天草市有明町上津浦 1955
国道 324 号　TEL.0969-53-1565

隣接し、雲仙普賢岳を望む景観が抜群です。夏
期は水着のままビーチやレストラン、温泉セン
ターに出入りできます。 おすすめ料理はたこ
飯セット・たこ天丼等、お土産品はオリジナル
のタコすてーき・たこめし等です。

とっとパーク小島
西藪篤司園長

　主な施設が海釣り公園という珍しい道

大阪府岬町多奈川小島 455-1
主要地方道岬加太港線　TEL.072-447-5126

の駅です。道の駅＝直売所併設と思われている方は
「えっ !?」という反応をされますが、和泉山系の緑に

囲まれた、大阪湾とは思えないほどきれいな自然海
岸と美しい夕陽を眺められる展望デッキがあり、釣
り愛好家はもちろん、皆さんから好評を頂いてます。

４

川
場
田
園
プ
ラ
ザ

　
地
域
外
か
ら
活
力
を
呼
ぶ
「
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」
と
し
て
、
総
合

的
な
観
光
活
動
が
評
価
さ
れ
た
の

は
群
馬
県
川
場
村
「
川
場
田
園
プ

ラ
ザ
」
／
栃
木
県
茂
木
町
「
も
て

ぎ
」
／
千
葉
県
南
房
総
市
「
と
み

う
ら
」
の
３
カ
所
。

　
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
は
、「
農

業
プ
ラ
ス
観
光
」
で
自
立
す
る
産

業
、
情
報
、
交
流
の
核
と
し
て
の

活
動
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。
平
成

８
年
の
開
設
で
、
人
口
約
３
７
０

０
人
の
村
な
が
ら
道
の
駅
に
は
年

間
約
１
２
０
万
人
が
来
訪
し
リ
ピ

ー
ト
率
７
割
と
い
う
人
気
。
経
済

　
国
土
交
通
省
が
創
設
し
た
「
重
点
『
道
の
駅
』」
制
度
で
、
全

国
の
「
道
の
駅
」
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
活
動
を
展
開
し
実
績
を

上
げ
て
い
る
駅
と
し
て
「
全
国
モ
デ
ル
『
道
の
駅
』」
に
選
定
さ

れ
た
６
カ
所
を
紹
介
す
る
。

　
真
岡
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
や
サ
ー
キ
ッ

ト
な
ど
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
賑
わ
い
の
核
に
定

着
。
昭
和
61
年
の
洪
水
の
教
訓
か

ら
、
防
災
井
戸
を
設
置
す
る
な
ど

地
域
に
根
差
し
た
防
災
啓
発
の
た

め
茂
木
町
防
災
館
を
備
え
、
平
時

は
地
域
交
流
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。
雇
用
は
73
人
。

と
み
う
ら

　
「
と
み
う
ら
」
は
、
ビ
ワ
な
ど

の
観
光
資
源
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
、
都
市
部
の
旅
行
代
理
店
へ
販

売
す
る
独
創
性
、
先
進
性
が
認
め

ら
れ
た
。
平
成
５
年
オ
ー
プ
ン
で

年
間
利
用
者
は
約
50
万
人
。
約
５

億
円
を
売
り
上
げ
、
約
60
人
の
雇

用
を
生
ん
だ
。

　
道
の
駅
自
身
が
旅
行
業
資
格
を

取
得
し
て
ビ
ワ
狩
り
や
体
験
企

画
、
菜
の
花
な
ど
地
域
の
観
光
資

遠
野
風
の
丘
の
見
晴
ら
し
の
い
い

展
望
デ
ッ
キ

萩
し
ー
ま
ー
と
で
は
お
魚
イ
ベ
ン

ト
を
開
催

と
み
う
ら
・
枇
杷
倶
楽
部
の
ア
ト

リ
ウ
ム
で
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

Ｓ
Ｌ
が
走
る
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」

の
脇
を
通
過

「「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
の
ミ
ー
ト

工
房

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
の
特
産

物
直
売
所

源
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
都
市
部

の
旅
行
会
社
へ
販
売
。
観
光
ニ
ー

ズ
を
呼
び
込
み
観
光
バ
ス
３
０
０

０
台
の
誘
致
に
成
功
。
地
域
の
１

０
０
事
業
者
に
効
果
が
波
及
し

た
。
特
産
の
ビ
ワ
を
道
の
駅
が
中

心
と
な
っ
て
加
工
し
、
ビ
ワ
関
連

商
品
50
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

を
開
発
。
規
格
外
品
の
活
用
や
需

要
安
定
で
、
生
産
農
家
の
経
営
に

も
寄
与
す
る
。

　
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
、
地
域
文
化

の
発
信
や
継
承
、
交
流
の
た
め
の

取
り
組
み
も
活
発
で
、
地
元
産
野

菜
・
花
卉
の
マ
ル
シ
ェ
、
観
光
案

内
人
の
常
駐
、
非
常
用
電
源
な
ど

の
防
災
設
備
も
備
え
、
地
域
の
拠

点
と
し
て
多
様
に
機
能
。

　
地
域
の
元
気
を
創
る
「
地
域
セ

ン
タ
ー
型
」
は
、
産
業
振
興
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
た
山
口
県
萩
市

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
／
愛
媛
県
内

子
町
「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

か
ら
り
」
の
２
カ
所
。

萩
し
ー
ま
ー
と

　
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
は
、
隣
接

す
る
漁
港
か
ら
新
鮮
な
海
産
物
が

直
接
店
頭
に
並
び
、
地
産
地
消
に

貢
献
し
て
評
価
が
高
い
。
平
成
13

年
開
駅
で
年
間
利
用
者
は
約
１
４

０
万
人
。
販
売
額
も
約
10
億
円
に

達
し
、
約
１
０
０
人
の
雇
用
を
生

重
点
「
道
の
駅
」
制
度
で
広
げ
る
人
の
輪

地
方
創
生
の
核
に

・
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、

タ
ウ
ン
サ
イ
ト
の
形
成
を
目
指
す

「
田
園
プ
ラ
ザ
構
想
」
を
背
景
に
、

観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
が
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
、
宿
泊
、
体

験
施
設
な
ど
、
地
域
の
観
光
案
内

に
努
め
る
。

　
園
内
で
は
朝
採
り
野
菜
・
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
や
乳
製
品
な
ど
地
域
資

源
を
活
か
し
、
果
物
狩
り
や
陶
芸

な
ど
の
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
で
村
民

と
来
訪
者
の
交
流
機
会
を
提
供
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

荷
登
録
は
村
内
農
家
の
93
％
に
当

た
る
４
２
０
人
で
、
販
売
額
は
約

10
億
円
。
80
人
の
雇
用
が
生
ま
れ

た
。

も
て
ぎ

　
「
も
て
ぎ
」
は
、
真
岡
鉄
道
の

Ｓ
Ｌ
や
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
地
域
の

魅
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
の
機
能
が
評
価
さ
れ
た
。

　
平
成
８
年
の
開
駅
で
、
年
間
利

用
者
は
約
１
４
４
万
人
。
販
売
額

は
約
７
億
２
０
０
０
万
円
に
上

る
。

　
「
道
の
駅
」
を
核
に
６
次
産
業

化
を
進
め
、
道
の
駅
が
農
家
か
ら

柚
子
、
エ
ゴ
マ
な
ど
特
産
品
を
全

量
買
い
取
り
、
駅
敷
地
に
整
備
し

た
「
も
て
ぎ
手
づ
く
り
工
房
」
で

手
作
業
で
加
工
。
33
種
類
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
、
販
売
す
る

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と

し
て
地
域
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
な

ど
、
ふ
る
さ
と
ギ
フ
ト
を
企
画
、

地
域
な
ら
で
は
の
地
場
産
品
を
提

供
す
る
。

ん
だ
。
萩
漁
港
の
水
揚
げ
高
の
約

15
％
を
道
の
駅
で
販
売
し
、
子
供

向
け
の
地
魚
料
理
教
室
や
出
張
授

業
を
実
施
し
魚
食
普
及
や
食
育
の

拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
値
も
付
か
な
い
魚
を
加
工
品
と

し
て
商
品
化
す
る
「
萩
の
地
魚
も

っ
た
い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
し
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
寄

与
。
地
元
加
工
業
者
と
連
携
し
て

生
み
出
し
た
金
太
郎
（
ヒ
メ
ジ
）

は
約
15
㌢
の
小
魚
で
、
漁
獲
の
対

象
で
は
な
か
っ
た
が
、
鮮
魚
や
加

工
品
と
し
て
販
売
し
、
土
産
と
し

て
人
気
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ

た
。
６
次
産
業
化
は
観
光
庁
、
農

林
水
産
省
の
優
良
事
例
に
選
定
さ

れ
「
究
極
の
お
み
や
げ
」
な
ど
の

受
賞
で
認
知
度
が
上
が
り
、
更
に

販
売
が
伸
び
た
。

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ	

	

パ
ー
ク
か
ら
り

　
「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か

ら
り
」
は
、
地
元
農
家
の
女
性
達

が
中
心
と
な
り
、
季
節
の
農
作
物

に
合
わ
せ
て
加
工
商
品
を
開
発
販

売
す
る
の
が
特
色
。
平
成
８
年
開

駅
で
年
間
利
用
者
は
約
80
万
人
。

約
７
億
円
を
売
り
上
げ
、
雇
用
効

果
は
58
人
。
町
の
農
産
生
産
額
の

15
％
を
売
り
上
げ
る
。商
品
開
発
、

品
質
管
理
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営

ま
で
生
産
者
自
ら
の
手
作
り
で
実

施
。
商
品
開
発
は
、
女
性
で
構
成

す
る
複
数
の
チ
ー
ム
で
独
自
商
品

を
開
発
す
る
女
性
主
役
の
運
営
が

特
長
。
地
場
産
品
を
「
か
ら
り
ブ

ラ
ン
ド
」
商
品
と
し
て
販
売
し
出

荷
農
家
も
当
初
の
１
７
６
人
か
ら

３
９
４
人
に
倍
増
。

　
地
場
農
産
物
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
や
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

導
入
。
出
荷
者
へ
販
売
状
況
や
必

要
農
作
物
を
随
時
配
信
し
、
出
荷

者
の
直
接
納
品
で
鮮
度
向
上
を
追

求
、
安
全
安
心
な
農
産
物
提
供
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

遠
野
風
の
丘

　
防
災
機
能
で
は
実
績
の
あ
る
岩

手
県
遠
野
市
の
「
遠
野
風
の
丘
」

が
選
ば
れ
た
。

　平成
10
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
遠
野
風
の
丘
」
は
、
広
域
防
災

拠
点
と
し
て
高
度
な
防
災
機
能
を

発
揮
し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
。
年

間
利
用
者
は
約
１
０
０
万
人
。
販

売
額
は
約
６
億
円
で
、
１
３
１
人

を
雇
用
す
る
。
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
、
救
援
に
際
し
自
衛
隊
や
消

防
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
方
支

援
拠
点
と
し
て
活
躍
し
、
沿
岸
被

災
地
の
海
産
物
を
販
売
す
る
鮮
魚

店
を
開
設
す
る
な
ど
、
道
の
駅
の

防
災
機
能
を
再
認
識
さ
せ
た
。

　
観
光
案
内
所
は
、
沿
岸
地
域
の

観
光
復
興
に
向
け
情
報
を
発
信
。

観
光
や
地
方
移
住
な
ど
総
合
案
内

に
も
力
を
入
れ
、
専
任
職
配
置
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

や
、
地
元
野
菜
・
土
産
を
扱
う
物

産
ホ
ー
ル
も
充
実
。
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
紹
介
、
納
税
者
に
「
道

の
駅
」
の
特
産
品
を
提
供
す
る
。

当
駅
が
中
心
と
な
り
県
内
30
の
道

の
駅
が
共
通
の
新
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
創
意
工
夫
で
地
域
交
流

を
活
発
化
す
る
。
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能登食祭市場
村本能久駅長

　天然の良港七尾港にあり、姉妹提携し

石川県七尾市府中町員外 13-1
県道 132 号線　TEL.0767-52-7071

ている米国モントレーのフィッシャーマンズワー
フをお手本にした建物。新鮮な海産物や能登の銘
産工芸品を取り揃え、いい品・いい味・いい接遇
をモットーに、買った魚をその場で焼いて楽しむ
浜焼きや、能登食材のグルメ館もあります。

よしうみいきいき館
村上三恵支配人

　来島海峡大橋のすぐ側にあり、世界

愛媛県今治市吉海町名 4520-2
国道 317 号　TEL.0897-84-3710

初三連吊り橋の造形美と急潮流が眼の前に臨める
風光明媚な道の駅。獲れたての魚介類を七輪で豪
快に焼いて食べる海鮮バーベキューが人気です。
島ひじき・大島海苔等の海産物も販売中。もぶし
(こぶ鯛 )の「コロちゃん」もお待ちしてます。

七ヶ宿
佐々木哲駅長

　平成26年4月に山形県側の約4㎞の

宮城県七ヶ宿町字上野 8-1
国道 113 号　TEL.0224-37-272 

ところに移転しました。周辺は豊かな自然で春は
桜、秋には紅葉と季節の眺望が楽しめます。売店
では野菜や果物、山菜やキノコ等季節の産品を販
売しています。食堂ではごま油の香りとピリ辛の

「蔵王坦々ラーメン」がおすすめです。

重点「道の駅」

ゲートウェイ型

主な機能 都道府県 市町村 駅名 主な特長

インバウンド
観光

北海道 ニセコ町 ニセコビュープラザ 国際リゾート地〝ニセコ〟におけるインバウンド観光拠点

栃木県 那須町 那須高原友愛の森 国際観光地として外国人観光客対応に向けた機能強化

千葉県 神崎町 発酵の里こうざき 町の資産である発酵文化を「道の駅」を核として世界に発信

静岡県 伊豆地域 伊豆道の駅ネットワーク 伊豆半島内の８駅をネットワーク化し、地域の多様な観光情報発信

兵庫県 神戸市 （仮称）神戸北 神戸ブランドや神戸観光の拠点として、国内・海外に発信

愛媛県 今治市 しまなみ海道周辺 ｢ 道の駅 ｣ サイクリストを国内外の観光客を地域の周遊観光へ呼び込む

観光総合

北海道 石狩市 ( 仮称 ) あったか・あいろーど 国道 231 号の ｢ 情報発信機能」として地域へ呼び込むゲートウェイ機
能

岩手県 陸前高田市 高田松原 震災の実情と教訓を国内・海外に向けて発信

宮城県 大崎市 あ・ら・伊達な道の駅 地域資源 ( 伊達政宗の史実等 ) を活用した観光拠点

秋田県 にかほ市 象潟 環鳥海地域のゲートウェイとしてワンストップで総合観光情報発信

山形県 米沢市 （仮称）よねざわ 山形県広域観光のゲートウェイとなる観光総合窓口設置

福井県 大野市 （仮称）結の故郷 ｢ 越前おおのまるごと道の駅ビジョン ｣ の核とし、地域資源情報発信

長野県 青木村 あおき 「体験学習の村」の体験交流拠点機能の拡充

愛知県 豊田市 どんぐりの里いなぶ 地域の体験観光の総合窓口機能集約や、地方移住に係わる情報提供

和歌山県 太地町 （仮称）たいじ 「くじらの町」太地のゲートウェイとして歴史・文化の情報発信

鳥取県 鳥取市 神話の里白うさぎ 神話「因幡の白うさぎ」など歴史・自然の観光を展開

山口県 下関市 蛍街道西ノ市 街道の歴史・文化を伝える活動や「ほたる舟ツアー」を実施

佐賀県 鹿島市 鹿島 干潟環境教室を ｢ 道の駅 ｣ を中心に実施し、観光交流人口拡大

移住
広島県 尾道市 クロスロードみつぎ 地元高校と連携し、インターンシップ実施。地元での就労を促す

熊本県 小国町 小国 移住定住対策や観光総合機能等、さらなる機能強化を図る

地域センター型

主な機能 都道府県 市町村 駅名 主な特長

産業振興

北海道 当別町 （仮称）当別 地域資源である農産物を農商工が連携し６次産業化

茨城県 常陸太田市 （仮称）常陸太田 体験圃場施設としてトマトハウス整備や地場産品を活用し体験・交流

岐阜県 大野町 （仮称）大野 特産品のバラ苗や柿を中心とした産業振興拠点

兵庫県 朝来市 但馬のまほろば 天空の城「竹田城」等を活かし、産業・雇用等の機能強化

鳥取県 日南町 （仮称）にちなん まちを創生するための拠点（コンパクト・ヴィレッジ）を形成

島根県 浜田市 ゆうひパーク浜田 女性・若者の交流拠点や地域産品のオリジナルレシピを発信

地域福祉

千葉県 睦沢町 つどいの郷むつざわ 「スマートウェルネスタウン」の中核拠点

長野県 飯島町 （仮称）田切の里 ｢ 道の駅 ｣ を地域福祉の拠点として、宅配サービスなど実施

新潟県 十日町市 瀬替えの郷せんだ 夏と冬でせんだ元気ハウスを活用した農業実習、除雪ボランティア

高知県 梼原町 ゆすはら 「ゆすはらまるごとクリニック」構想の拠点施設とし健康増進

福岡県 うきは市 うきは 高齢者や女性がいきいきと働き・暮らすための拠点とした整備

防災

福島県 猪苗代町 （仮称）いなわしろ 火山や豪雪等のあらゆる災害に対応した総合防災拠点

新潟県 妙高市 あらい 豪雪地帯にあって、環境・観光にも配慮した新たな防災拠点

和歌山県 すさみ町 （仮称）すさみ 南海トラフ巨大地震時の避難場所等の広域防災拠点として整備

高知県 須崎市 かわうその里すさき 津波避難タワー等を新設し地域の防災拠点として防災機能強化

ま
で
生
産
者
自
ら
の
手
作
り
で
実

施
。
商
品
開
発
は
、
女
性
で
構
成

す
る
複
数
の
チ
ー
ム
で
独
自
商
品

を
開
発
す
る
女
性
主
役
の
運
営
が

特
長
。
地
場
産
品
を
「
か
ら
り
ブ

ラ
ン
ド
」
商
品
と
し
て
販
売
し
出

荷
農
家
も
当
初
の
１
７
６
人
か
ら

３
９
４
人
に
倍
増
。

　
地
場
農
産
物
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
や
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

導
入
。
出
荷
者
へ
販
売
状
況
や
必

要
農
作
物
を
随
時
配
信
し
、
出
荷

者
の
直
接
納
品
で
鮮
度
向
上
を
追

求
、
安
全
安
心
な
農
産
物
提
供
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

遠
野
風
の
丘

　
防
災
機
能
で
は
実
績
の
あ
る
岩

手
県
遠
野
市
の
「
遠
野
風
の
丘
」

が
選
ば
れ
た
。

　平成
10
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
遠
野
風
の
丘
」
は
、
広
域
防
災

拠
点
と
し
て
高
度
な
防
災
機
能
を

発
揮
し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
。
年

間
利
用
者
は
約
１
０
０
万
人
。
販

売
額
は
約
６
億
円
で
、
１
３
１
人

を
雇
用
す
る
。
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
、
救
援
に
際
し
自
衛
隊
や
消

防
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
方
支

援
拠
点
と
し
て
活
躍
し
、
沿
岸
被

災
地
の
海
産
物
を
販
売
す
る
鮮
魚

店
を
開
設
す
る
な
ど
、
道
の
駅
の

防
災
機
能
を
再
認
識
さ
せ
た
。

　
観
光
案
内
所
は
、
沿
岸
地
域
の

観
光
復
興
に
向
け
情
報
を
発
信
。

観
光
や
地
方
移
住
な
ど
総
合
案
内

に
も
力
を
入
れ
、
専
任
職
配
置
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

や
、
地
元
野
菜
・
土
産
を
扱
う
物

産
ホ
ー
ル
も
充
実
。
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
紹
介
、
納
税
者
に
「
道

の
駅
」
の
特
産
品
を
提
供
す
る
。

当
駅
が
中
心
と
な
り
県
内
30
の
道

の
駅
が
共
通
の
新
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
創
意
工
夫
で
地
域
交
流

を
活
発
化
す
る
。
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わが国、国土への働きかけの歴史⑧

列島保全への課題
戦
後
の
国
土
造
り
は
風
水
害
と
の
闘
い
で
始
ま
る

大
震
嘯
災
記
念

　
　

宮
城
県
気
仙
沼
市
浪
坂

　
　

同
市
三
の
浜
（
鶴
ヶ
浦
）

　
戦
後
の
国
土
造
り
は
戦
災
復
興

と
食
糧
増
産
に
加
え
相
次
い
だ
風

水
害
と
の
闘
い
で
始
ま
っ
た
。
都

市
を
回
復
し
て
住
ま
い
を
造
り
、

生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
の
が

急
務
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
考
え
ら

れ
な
い
規
模
の
強
烈
な
風
水
害
が

繰
り
返
し
襲
っ
た
。

　敗戦
直
後
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
９
月
の
「
枕
崎
台
風
」。

最
低
気
圧
９
１
６
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
、
最
大
瞬
間
風
速
55
・
３
㍍
の

強
力
な
台
風
だ
っ
た
。
秋
雨
前
線

の
活
動
で
雨
が
降
り
続
い
て
い
た

と
こ
ろ
に
台
風
の
雨
が
重
な
り
、

死
者
・
行
方
不
明
者
３
７
０
０
人

強
、
家
屋
全
半
壊
８
万
９
０
０
０

戸
、浸
水
家
屋
27
万
４
０
０
０
戸
、

田
畑
被
害
12
万
㌶
。
全
国
に
極
め

て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

カ
ス
リ
ー
ン
台
風

　
「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
」
が
東
海

・
関
東
地
方
を
襲
っ
た
の
は
２
年

後
の
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
９

月
。
戦
後
の
混
乱
が
続
く
首
都
圏

を
大
洪
水
が
襲
い
、
利
根
川
が
破

堤
す
る
大
水
害
が
発
生
し
た
。
死

者
・
行
方
不
明
者
１
９
３
０
人
、

家
屋
全
半
壊
９
３
０
０
戸
、
浸
水

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
浪
坂
や
同

市
三
の
浜
（
鶴
ヶ
浦
）
な
ど
数

カ
所
に
、
昭
和
三
陸
地
震
津
波

の
予
兆
や
教
訓
を
刻
ん
だ
同
じ

碑
文
の
「
大
震
嘯
災
記
念
」
石

碑
が
建
つ
。

　
浪
坂
の
碑
は
高
さ
２
・
２
㍍

幅
93
㌢
で
、
道
路
面
よ
り
地
盤

が
高
い
標
高
10
㍍
の
丘
の
上
の

宅
地
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

■
碑
文
の
表
＝
写
真

に
は
、「
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台
風
」
が

主
に
鹿
児
島
を
襲
っ
た
。
死
者
・

行
方
不
明
者
１
８
０
人
、
家
屋
全

半
壊
２
６
０
０
戸
、
浸
水
家
屋
10

万
戸
、
船
舶
流
出
沈
没
１
２
３
隻

と
い
う
大
被
害
。
さ
ら
に
同
月
、

「
キ
テ
ィ
台
風
」
が
相
模
平
野
を

襲
い
、
死
者
・
行
方
不
明
者
１
６

０
人
、
家
屋
全
半
壊
１
万
７
０
０

０
戸
と
い
う
被
害
。

　
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
９
月

に
は
、「
ジ
ェ
ー
ン
台
風
」
が
四

国
以
北
に
襲
来
。
死
者
・
行
方
不

明
者
５
４
０
人
、
全
壊
家
屋
１
万

９
０
０
０
戸
、半
壊
家
屋
10
万
戸
、

床
上
浸
水
９
万
３
０
０
０
戸
、
床

下
浸
水
31
万
戸
。
特
に
大
阪
市
西

部
か
ら
兵
庫
県
尼
崎
市
に
か
け
て

甚
大
被
害
を
被
っ
た
が
、
昭
和
初

期
か
ら
の
地
下
水
汲
み
上
げ
に
よ

る
地
盤
沈
下
が
原
因
と
分
か
り
、

沈
下
抑
制
の
た
め
地
下
水
の
使
用

制
限
が
政
策
化
さ
れ
た
。

大
災
害
の
空
白
期
に
発
展

　
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
は
風
水

害
頻
発
を
受
け
、
戦
災
復
興
と
と

も
に
風
水
害
に
よ
る
被
害
を
い
か

に
防
ぐ
か
を
緊
急
の
課
題
と
し

た
。
当
時
は
台
風
や
洪
水
に
対
す

る
備
え
も
不
十
分
だ
っ
た
の
だ
。

　
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
阪

神
淡
路
大
震
災
以
前
、
１
０
０
０

人
以
上
の
死
者
が
出
た
災
害
は
１

９
５
９
（
昭
和
34
）
年
の
伊
勢
湾

台
風
が
最
後
だ
か
ら
、
高
度
経
済

成
長
期
は
大
災
害
の
空
白
期
間
に

当
た
る
。
こ
れ
は
実
に
幸
運
で
あ

っ
た
。
大
災
害
の
集
中
期
が
何
度

も
あ
る
わ
が
国
の
歴
史
の
中
で
、

一
つ
の
奇
跡
と
い
え
る
。

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

６

書

家
屋
39
万
戸
、
田
畑
被
害
１
万
３

０
０
０
㌶
と
い
う
甚
大
な
被
害
。

敗
戦
と
空
襲
被
害
に
打
ち
ひ
し
が

れ
て
い
た
人
々
を
、
史
上
最
大
級

の
台
風
が
襲
っ
た
。

　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
９
月

に
は
、「
ア
イ
オ
ン
台
風
」
が
四

国
か
ら
東
北
を
襲
っ
た
。
死
者
・

行
方
不
明
者
８
４
０
人
、
家
屋
全

半
壊
１
万
８
０
０
０
戸
の
大
被
害

が
出
た
。
道
路
や
堤
防
の
決
壊
、

橋
梁
の
流
出
、
鉄
道
の
不
通
、
船

舶
流
出
な
ど
被
害
が
相
次
ぎ
、
特

に
岩
手
、
宮
城
両
県
で
被
害
が
大

き
か
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
８
月

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑥

大
地
震
ど
ん
と
沖
鳴
り
そ
ら
津

波■
碑
文
の
裏

　
碑
文
の
文
語
体
を
口
語
体
に

す
る
と
以
下
に
な
る
。

　
【
大
震
嘯
災
概
況
】
昭
和
八

年
三
月
三
日
午
前
二
時
三
十
二

分
よ
り
二
分
間
余
に
わ
た
る
大

地
震
起
こ
る
。
天
よ
り
約
十
五

分
後
、
気
仙
郡
沖
合
方
面
遥
の

海
底
に
大
小
の
爆
音
二
回
聞
こ

ゆ
。
後
二
十
分
に
し
て
大
津
浪

来
る
。
そ
の
被
害
区
域
本
県
よ

り
北
海
道
に
及
ぶ
。

畏
く
も
両
陛
下
よ
り
御
救
恤

金
、
更
に
皇
后
陛
下
よ
り
重
傷

者
に
衣
服
地
、
こ
こ
に
裁
縫
料

各
宮
殿
下
よ
り
御
救
恤
金
を
御

台
風
で
河
川
氾
濫
繰
り
返
す

　
高
度
経
済
成
長
の
要
因
と
し
て

は
、
政
策
的
な
成
功
に
加
え
、
石

油
価
格
が
安
価
で
安
定
し
て
い
た

な
ど
、
外
部
要
因
も
い
く
つ
か
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
幸
運
に
も
歴

史
的
な
災
害
空
白
期
だ
っ
た
と
の

指
摘
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
た

め
「
い
ろ
い
ろ
な
災
害
に
常
に
備

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
認
識
は
、
こ
の
間
に
ず
い

ぶ
ん
薄
弱
に
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
大
き
な
風
水
害
に
出
遭

わ
な
い
た
め
、
わ
が
国
の
治
水
は

ほ
ぼ
完
成
し
た
、
と
思
う
人
も
多

い
。
し
か
し
、
長
い
歴
史
を
み
る

と
、
数
年
の
間
に
大
量
死
を
伴
う

大
災
害
が
頻
発
し
た
こ
と
は
何
度

も
あ
る
。
た
ま
た
ま
近
年
、
大
き

な
台
風
や
強
風
が
な
い
に
す
ぎ
な

い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
利
根
川
堤
防
大
決
壊
（
と
も
に
利
根
川
上
流

河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

利根川水系

下
賜
あ
ら
せ
ら

る
。
御
仁
慈
恐
懼

感
激
に
禁
は
ず
。

救き
ゅ
う
じ
ゅ
つ恤
：
困
っ
て

い
る
人
に
見
舞
い

の
金
品
を
与
え
救

う
こ
と

ふれあいパーク・きみつ
岡田典夫駅長
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地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
洪
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災

害
が
頻
発
す
る
国
土
の
上
で
、
日
本
人
は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
２
０
１
４
年
は
、
２
月
の
豪
雪
、
８
月
豪
雨
に
よ
る
広
島

市
の
大
規
模
土
砂
災
害
、
た
び
た
び
上
陸
し
た
大
型
台
風
、
９
月

27
日
の
御
嶽
山
噴
火
な
ど
大
規
模
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一

年
で
し
た
。
年
末
・
年
始
も
、
太
平
洋
側
の
東
京
で
は
晴
天
が
続

い
た
一
方
で
、日
本
海
側
の
各
地
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

交
通
麻
痺
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
切
断
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
続
発
し

ま
し
た
。

　
中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野

の
新
学
習
指
導
要
領
は
「
世
界
的

視
野
か
ら
日
本
の
地
形
や
気
候
の

特
色
、
海
洋
に
囲
ま
れ
た
日
本
の

国
土
の
特
色
を
理
解
さ
せ
る
と
と

も
に
、
国
内
の
地
形
や
気
候
の
特

色
、
自
然
災
害
と
防
災
へ
の
努
力

を
取
り
上
げ
、
日
本
の
自
然
環
境

に
関
す
る
特
色
を
大
観
さ
せ
る
」

な
ど
と
し
て
お
り
、
全
て
の
中
学

生
は
、日
本
の
国
土
の
脆
弱
性（
厳

し
い
自
然
条
件
）
と
防
災
・
減
災

対
策
に
関
す
る
知
識
を
教
科
書
か

ら
習
得
で
き
ま
す
。

　
検
定
教
科
書
（
教
育
出
版
、
帝

国
書
院
、
東
京
書
籍
、
日
本
文
教

出
版
）
は
、
い
ず
れ
も
本
文
８
～

12
㌻
を
割
い
て
、
日
本
の
国
土
の

特
色
や
自
然
災
害
と
防
災
・
減
災

へ
の
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
ま
す
。

◇
世
界
に
は
大
地
の
不
安
定

な
地
域
と
安
定
し
た
地
域
が

あ
る
が
、
日
本
は
環
太
平
洋
造

山
帯
に
属
し
、
地
震
や
火
山
の

多
い
不
安
定
な
大
地
上
に
位

置
し
て
い
る
。

◇
日
本
の
地
形
は
中
央
を
走

る
脊
梁
山
脈
に
よ
っ
て
日
本

海
側
と
太
平
洋
側
に
分
断
さ

れ
て
お
り
、
規
模
の
小
さ
な
堆

積
平
野
が
臨
海
部
に
点
在
し

て
い
る
。
日
本
の
河
川
の
多
く

は
、
短
く
て
急
流
で
あ
る
（
各

社
と
も
日
本
と
諸
外
国
の
河

川
の
延
長
・
勾
配
に
関
す
る
比

較
図
を
用
い
て
説
明
）。

◇
世
界
的
視
野
か
ら
み
る
と
、

日
本
の
多
く
の
地
域
は
温
帯

に
属
し
、
梅
雨
や
台
風
、
冬
の

降
雪
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、

年
間
の
降
水
量
は
多
い
。

◇
日
本
に
は
地
震
、
洪
水
、
津

波
、
高
潮
、
土
石
流
、
火
砕
流
、

冷
害
、
干
害
、
雪
崩
な
ど
自
然

災
害
の
発
生
し
や
す
い
地
域

が
多
く
、
各
種
の
防
災
・
減
災

対
策
（
河
川
堤
防
、
ダ
ム
、
地

下
調
節
地
、
海
岸
堤
防
等
の
整

備
、
避
難
場
所
や
避
難
路
の
設

置
、
災
害
の
危
険
地
域
の
指

定
、
気
象
予
報
の
高
度
化
、
地

震
・
津
波
警
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
）
を
進
め
て
き
た
。

ダ
ム
整
備
に
効
果

　
教
育
出
版
は
、
日
本
の
河
川
の

特
徴
を
「
短
く
て
急
流
で
あ
る
」

と
説
明
し
た
後
、「
川
は
農
業
や

工
業
、
生
活
の
た
め
に
重
要
な
水

資
源
で
す
が
、
急
流
で
あ
る
た
め

に
雨
水
が
短
時
間
で
海
ま
で
流
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
ダ
ム
や
堰
を

造
っ
て
、
水
を
た
め
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に
は
洪
水

を
防
ぐ
役
割
も
あ
り
ま
す
が
、
下

流
ま
で
土
砂
が
流
れ
ず
海
岸
が
浸

食
さ
れ
た
り
、
生
態
系
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
と
い
う
問
題
も
起
き

て
い
ま
す
」
と
、
ダ
ム
の
役
割
や

ダ
ム
整
備
に
よ
る
効
果
・
影
響
を

記
述
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
地
方
の
地
誌
で
東
京
書
籍

は
、
土
砂
く
ず
れ
に
よ
り
脱
線
し

た
列
車
の
復
旧
作
業
（
鹿
児
島
県

指
宿
市
２
０
０
７
年
）
▽
全
国
の

土
砂
災
害
発
生
件
数
（
国
土
交
通

省
資
料
）
▽
土
砂
や
木
の
流
出
を

防
ぐ
砂
防
ダ
ム
（
熊
本
県
美
里
町

２
０
０
７
年
）
な
ど
、
写
真
や
図

の
資
料
を
用
い
て
、
土
砂
災
害
問

題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
中
学

生
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。

陸
の
農
業
の
特
色
は
、
稲
作
の
占

め
る
割
合
が
と
て
も
高
い
こ
と
で

す
。
北
陸
で
は
春
に
な
る
と
大
量

の
雪
が
と
け
て
、
水
を
豊
富
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
昔
は
洪

水
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
ダ
ム
や
堤
防
、
放
水

　「この頃、都に流行るもの……」にとど
まらず、世界で爆発的に流行っている「イ
ングレス」という無料のモバイルゲーム。
スマートフォンを使い、現実世界・地域で
繰り広げる陣取りゲーム。神社や仏閣、路
傍の石仏など、公共的な場にある「ポータ
ル」と呼ばれる地点を巡り、デジタル地図
上で「ポータル」をつなぎ合わせて陣地を
囲います。ゲームの観点では囲碁やオセロ
に似た場の読みと、地図とコンパスでチェ
ックポイントを巡るオリエンテーリングの
要素を合わせもった新しいテクノロジーと
いえます。

　イングレスが魅力的な一つは、地域のシ
ンボリックな旧所や名跡だけでなく、日本
の近代化の中で開発の陰に埋もれてしまっ
た庚申塚や道祖神といった古

いにしえ

の「場」への
導きがあることでしょう。地元でも「自分
の知らない場」があると再認識させられた
り、初めて訪れた土地では、有名ガイドに
は掲載されない地元の愛される「場」に触
れることが多々あります。そのためか近年、
岩手県や横須賀市の取り組みからイングレ
スは「地域振興」の観点でも注目されてい
ます。
　「あなたの周りの世界は、見たままのも
のとは限らない」。イングレスのキャッチ
コピーですが、示唆に富んだメッセージで
す。道の駅の機能とする地域の「情報発信」
や、「地域創生」の原点にも通じるのでは
ないでしょうか。

シリーズ「国土教育」 自然災害大国「日本」

中学地理教科書が教える国土の自然条件と防災・減災教育

路
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
豊

か
な
水
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
全
国
で
も
有
数
の
米
の
生

産
地
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
治
水

事
業
や
農
業
基
盤
整
備
に
よ
る
稲

作
の
生
産
性
向
上
を
説
明
し
て
い

ま
す
。

国
土
へ
の
働
き
か
け

　私た
ち
日
本
人
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
国
々
と
は
大
き
く
異

な
る
、
こ
の
き
わ
め
て
厳
し
い
条

件
を
備
え
た
国
土
に
働
き
か
け
な

が
ら
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス

ト

　
森
田
康
夫
）

７

中学社会科（地理的分野）教科書

　
近
畿
地
方
の
地
誌

で
日
本
文
教
出
版

は
「
地
図
か
ら
わ
か

る
地
域
の
歴
史
」
と

い
う
コ
ラ
ム
を
設
け

て
、
淀
川
と
大
和
川

の
河
川
改
修
の
歴
史

を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
中
部
地
方
の
地
誌

で
帝
国
書
院
は
「
冬

の
積
雪
量
が
多
い
北

サンピコごうつ
佐々木英夫駅長

　白い砂浜の美しい日本海、緑豊かな

島根県江津市後地町 995-1
国道 9号　TEL.0855-55-315

中国山地、大河江の川の自然に恵まれ、「海彦」「山
彦」「川彦」にちなんだ農林水産物直売所「三彦市」
ならではの三彦幸を提供しています。赤瓦が特徴
の石州瓦や近く世界遺産「石見銀山」にちなんだ
石見焼き、石見神楽なども魅力大です。

おがち
佐藤光一駅長

　平安の歌人「小野小町」誕生地と伝

秋田県湯沢市小野字橋本 90
国道 13 号　TEL.0183-52-5500

えられ、建物も小町の旅姿「市女笠」をモチーフ
にし当地のシンボルになっています。全面ガラス
の２Ｆレストランで四季折々の景色とともに、地
元の新鮮食材を使用した「手揉みゼンマイ卵丼」
本場の「稲庭うどん」等をお楽しみください。

はなぞの
矢田久夫支配人

　関越自動車道花園ＩＣから車で2分の

埼玉県深谷市小前田 458-1
国道 140 号　TEL.048-584-5225

ところにあります。物産館には、明治初期に造ら
れた祭り屋台が3台常設展示してあります。花時
計公園や日だまりの公園では、花と緑、うるおい
とやすらぎにふれあえ、ドッグランも。地場産業
である野菜・植木・花きの直売所もあります。
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柳津
山嶋美佐樹駅長

　一級河川境川がはぐくむ豊かな自然の

岐阜市柳津町仙右城 7696-1
主要地方道岐阜南濃線　TEL.058-388-8719

中で、太陽光発電や風力発電、屋上緑化を採用し、「環
境にやさしく自然あふれる都市型道の駅」をコンセ
プトにしています。冬期は、地域特産の「佐波いちご」

（品種名とちおとめ、美濃姫）と「いちご大福」が人気。
春は桜がきれいです。

彼杵の荘
岡崎省三駅長

　長崎街道の旧宿場町で、茶葉を痛めないよう

長崎県東彼杵町彼杵宿郷 747-2
国道 205 号　TEL.0957-49-3311

丸く巻いた「そのぎ茶」と鯨で有名です。古民家風の食
事処では、鯨入りのだご汁や炊き込みご飯、うどんや定食、
そのぎ茶を使ったソフトクリームや茶ちゃ焼きが好評で
す。地元の新鮮野菜や果物、大村湾で獲れた魚、お茶や
鯨を使った惣菜やスウィーツ等も販売 .しています。

ハチ北
井上俊一郎駅長

　関西有数規模のスキー場もあるハチ

兵庫県香美町村岡区福岡 6-13-2
国道 9号　TEL.0796-967-1600

北高原の入口にあります。駐車場には日本初の
自然エネルギ -―を使う無散水融雪装置を備え、
チェーン着脱が可能。レストランには但馬の牛丼
などオリジナル料理がいろいろあり、土産物は激
辛唐辛子、椎茸、沢庵や卵の燻製などが好評です。

樋脇
竹隈健二支配人

　市比野温泉街の入口にあり、入浴施設

鹿児島県薩摩川内市樋脇町市比野 156
県道 42 号 ( 空港道路 )　TEL.0996-38-2506

はありませんが、24時間無料で利用できる足湯や、
泉質を飲んで感じてもらう「飲泉場」などが併設
され、気軽に温泉を楽しめます。直売所では新鮮
な農産物、食堂では豚肉の自家製味噌焼き定食、
軽食では当店手作りコロッケが大人気です。

白沢
斎藤孝夫副支配人

　四方を山々に囲まれた風光明媚な道の

群馬県沼田市白沢町平出 1297
国道 120 号　TEL.0278-53-3939

駅です。15万年の歳月を経て形成された世界でも
有数の河岸段丘「片品川河岸段丘」に面した造り
になっていて、天然温泉施設「望郷の湯」露天風
呂からの眺めは絶景です。直売所では地元産の新
鮮で美味しい野菜・果物等を購入できます。

西山公園
伊藤努駅長

　「日本の歴史公園100選」指定の西山

福井県鯖江市桜町 3-950
国道 417 号　TEL. 0778-51-8181

公園に隣接し、エレベーターと橋で連絡する道の
駅です。４～５月には５万本のつつじが楽しめ賑
わいます。公園には日本庭園、動物園、芝生広場、
展望広場、冒険の森などもあり、毎月様々なイベ
ントを開催、４月４～５日は一周年記念祭です。

　
日
ご
ろ
は
人
気
も
ま
ば
ら
な
山

間
地
だ
が
、
３
月
下
旬
か
ら
１
か

月
余
は
、
国
道
４
３
８
号
沿
い
に

あ
る
道
の
駅
「
温
泉
の
里
神
山
」

や
「
神
山
温
泉
」、
お
遍
路
さ
ん

の
通
う
四
国
霊
場
札
所
周
辺
を
は

じ
め
町
全
体
が
車
や
人
で
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
に
な
る
。

　
風
景
街
道
の
中
心
に
な
っ
て
活

躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
神
山

さ
く
ら
会
」（
粟
飯
原
基
行
理
事

長
、
会
員
48
人
）
が
地
域
住
民
と

と
も
に
長
年
少
し
ず
つ
植
樹
し
育

て
て
き
た
桜
が
５
６
０
０
本
を
超

え
、
町
中
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上

げ
る
ほ
ど
に
生
育
し
、
町
外
か
ら

も
花
見
客
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　
桜
の
７
割
が
イ
ト
ザ
ク
ラ
と
も

呼
ば
れ
大
き
く
枝
が
垂
れ
る
独
特

な
枝
垂
れ
桜
。「
神
山
枝
垂
れ
さ

く
ら
」
と
名
付
け
、
こ
れ
は
街
路

沿
い
を
中
心
に
植
え
て
い
る
。
公

園
や
広
場
向
け
の
桜
も
、
北
海
道

で
育
成
さ
れ
た
「
紅
豊
」
か
ら
、

同
町
出
身
の
桜
愛
好
家
が
郷
里
に

　
徳
島
市
の
中
心
部
か
ら
車

で
約
40
分
の
神
山
町
は
、
８

割
が
急
斜
面
の
山
林
。
人
口

６
０
０
０
人
ほ
ど
で
高
齢
化

率
も
高
い
典
型
的
な
過
疎
地

だ
っ
た
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
移
住
支
援
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
町
お
こ
し
で
活
気
を
取
り

戻
し
、
最
近
は
地
方
創
生
の

エ
ー
ス
と
し
て
脚
光
を
集
め

始
め
て
い
る
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

街道染める「神山枝垂れさくら」
徳島県神山町
いやし・もてなし神山街道

花
見
シ
ー
ズ
ン
に
は
峠
の
茶
屋
を
設
置

待望のまちびらき　女川駅周辺で３月 21日

■道の駅との連携強化、
　拡充を確認
　各地で風景街道の活動を進め

ている団体の交流、自主研修を

目的とした「日本風景街道大学

宮崎本校」が１月、宮崎市内で

開かれた。５回目の今回は「日

本風景街道における道の駅」が

テーマ。

　全国から約 140 人が参加。

宮崎市が行政からみた市内道の

駅の現況と展望を、宮崎県内の

道の駅「かまえ」「北川はゆま」

など４駅が道の駅の現状と課題

を、国土交通省九州地方整備局

が第２ステージに向けた地方の

拠点とネットワーク化につい

て、本四連絡道「しまなみ海道」

の道の駅関係者がサイクルツー

リズムの概要について、それぞ

れ発表した。

　その後２日間にわたり、日本

風景街道と道の駅との連携のあ

り方や、サイクルツーリズム、

地域ができるおもてなし等につ

いて討議した。

■道路景観向上へ
　意見交換会
　日本風景街道の推進に道路管

理者や行政がどう取り組むか

を討議する意見交換会が 1 月、

都内で開かれた。

　北海道開発局が「シーニック

バイウェイ北海道」で進む景観

改善の取り組みを、宮崎県と宮

崎市が「日南海岸きらめきライ

ン」の沿道修景策を、福井県若

狭町が「若狭熊川・鯖街道」で

国の重要伝統的建造物群保存地

区に指定されている熊川宿のま

ちなみ保全について、それぞれ

道路管理者や行政としての取り

組みを発表。

　その後、道路管理者の役割を

踏まえた道路景観づくりの継続

的な推進を目指す方向性につい

て話し合い、道路管理者が率先

して住民や地域と連携すること

によって風景街道の取り組みを

進めていくことを確認した。

　
植
木
を
買
っ
て
き
て
の
植
樹
活

動
で
は
な
く
、
苗
が
で
き
た
あ
と

も
台
木
を
植
え
、
接
ぎ
木
し
、
少

し
伸
び
て
き
た
ら
枝
を
垂
ら
す
た

め
の
支
柱
設
置
、
防
除
、
地
域
で

も
手
分
け
し
て
植
え
育
て
て
く
れ

る
苗
木
配
布
、
草
取
り
…
…
と
ほ

ぼ
毎
週
あ
る
作
業
は
か
な
り
き
つ

い
。

　
数
年
前
か
ら
は
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
峠
の
茶
屋
を
設
け
て
桜
茶
の
接

待
、
俳
句
大
会
も
開
催
し
て
い

る
。
最
近
は
シ
ー
ズ
ン
以
外
も
訪

問
客
を
お
も
て
な
し
で
き
る
よ
う

に
と
、
婦
人
部
が
中
心
に
な
っ
て

桜
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
開
発
と
講

習
会
も
定
期
開
催
す
る
よ
う
に
な

咲き誇る枝垂れ桜と一緒に記念撮影「お遍路さん」にも見所の案内

俳句大会の優秀作を記入して桜のそばに飾る

紅色が特徴の「神山さくら」

ふ
さ
わ
し
い
八
重
桜
だ
と
選
抜
し

て
く
れ
た
「
神
山
さ
く
ら
」
で
、

ひ
と
味
違
う
趣
が
あ
る
。

　
「
枝
垂
れ
桜
は
全
国
の
桜
の
１

割
程
度
し
か
な
く
、
街
道
沿
い
の

並
木
は
と
て
も
珍
し
い
そ
う
で

す
。
私
た
ち
は
”
日
本
一
美
し
い

桜
の
里
づ
く
り
”
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た

が
、
誇
大
宣
伝
じ
ゃ
な
い
の
だ
と

自
信
を
持
ち
ま
し
た
よ
」

　
初
代
理
事
長
で
「
日
本
さ
く
ら

の
会
」
認
定
の
「
さ
く
ら
功
労
者
」

に
個
人
で
選
ば
れ
、
今
も
会
に
は

欠
か
せ
な
い
谷
高
重
さ
ん
（
92
）

は
感
慨
深
げ
に
振
り
返
る
。

　地
元
農
業
高
校
分
校
の
元
教

師
。
定
年
で
余
裕
時
間
が
で
き
た

の
を
機
に
、
過
疎
の
進
ん
で
い
く

ふ
る
さ
と
を
「
美
し
い
花
で
元
気

に
し
た
い
」
と
、
１
９
９
６
年
こ

ろ
か
ら
有
志
数
人
で
桜
名
所
づ
く

り
に
乗
り
出
し
た
。
２
０
０
２
年

の
会
発
足
、
07
年
の
「
日
本
風
景

街
道
」
登
録
に
際
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
と
一
貫
し
て
活
動
の
先
頭

に
立
ち
、
よ
り
美
し
い
品
種
選
抜

に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
。

　
重
点
的
に
植
樹
し
て
い
る
「
神

山
枝
垂
れ
さ
く
ら
」
は
古
く
か
ら

地
元
で
目
立
っ
て
い
た
桜
で
、
町

内
の
お
寺
に
は
樹
齢
80
年
と
さ
れ

る
見
事
な
老
樹
も
あ
る
。
谷
さ
ん

は
半
世
紀
ほ
ど
前
か
ら
自
宅
庭
に

接
ぎ
木
し
て
育
て
て
い
た
の
で
、

会
で
は
こ
れ
を
母
樹
と
し
て
毎
年

５
０
０
本
近
い
苗
を
畑
で
つ
く
っ

て
き
た
。

　

っ
た
。　

会
員
の
平
均
年
齢
が
70
代
と
高

齢
化
が
心
配
だ
が
、地
元
の
中
学
、

高
校
生
に
総
合
学
習
で
接
ぎ
木
指

導
を
し
た
縁
で
、
地
域
で
は
若
い

植
樹
参
加
者
も
増
え
て
き
た
。

　
さ
す
が
は
、
道
路
の
維
持
管
理

を
お
役
所
任
せ
に
せ
ず
地
域
住
民

で
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
い
う

米
国
の
「
ア
ド
プ
ト
制
度
」
を
日

本
で
最
初
に
採
用
し
た
神
山
町

だ
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
国
土
交
通

省
が
始
め
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。

　
ア
ド
プ
ト
制
度
を
率
先
取
り

入
れ
た
同
町
の
心
意
気
は
、
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
支
援

な
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
ま
ち

お
こ
し
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
そ
う
い
え
ば
、「
日
本
風
景

街
道
」
の
合
言
葉
は
、「
さ
あ
、

み
ん
な
で
美
し
い
道
づ
く
り
、

若い世代に桜の接ぎ木ノウハウを講習

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
み
、
現
在
も
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
22
の
被
災
自
治
体
と

覚
書
や
協
定
を
結
ん
で
４
０
０
人
以
上
の
職
員
が
復
興
最
前
線
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
低
地
の
嵩
上
げ
や
宅
地
造
成
、
特
に
土
地

区
画
整
理
事
業
は
被
災
３
県
の
実
施
面
積
の
３
分
の
２
以
上
を
支

援
。
災
害
公
営
住
宅
建
設
で
は
、
５
０
３
６
戸
の
建
設
要
請
を
受

け
３
月
１
日
現
在
９
９
７
戸
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
が
復
興
は
ま
だ

道
半
ば
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
一
日
も
早
い
復
興
へ
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　
女
川
町
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は

平
成
24
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
締
結
し
、
町
全
体
の

復
興
に
向
け
、
包
括
・
総
括
的

に
町
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

女
川
駅
周
辺
部
で
は
３
月
21
日

の
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
全
線
運
転
再
開

と
と
も
に
、
待
望
の
「
ま
ち
び

ら
き
」。
米
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を

受
賞
し
た
建
築
家
・
坂
茂
氏
が

設
計
し
、
温
泉
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
舎
。
来

秋
ま
で
に
は
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
や
水
産
業
の
魅
力
を
体
験

し
た
り
調
理
実
習
が
で
き
る
拠

点
施
設
、
テ
ナ
ン
ト
型
商
業
施

設
、
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
相

次
ぎ
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
「
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
と
と
も
に〝
チ
ー
ム
女
川
〞

と
し
て
千
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
」
と
須
田
善
明
町
長
。

　
Ｕ
Ｒ
女
川
復
興
支
援
事
務
所

は
、
高
台
の
女
川
町
営
運
動
場

に
昨
春
完
成
し
た
２
０
０
戸
の

災
害
公
営
住
宅
で
、「
階
数
も

低
く
抑
え
て
住
み
易
さ
に
配
慮

し
、
水
産
業
の
ま
ち
ら
し
く
漁

具
も
洗
え
る
よ
う
ピ
ロ
テ
ィ
に

水
洗
い
場
も
設
け
ま
し
た
」と
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
配
慮
に
知

恵
を
絞
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
地
域
の
絆
を
取
り
戻
し
た

居
住
者
た
ち
に
や
っ
と
笑
顔
が

戻
っ
た
。

岩
手
県
山
田
町
で
も

「
ま
ち
び
ら
き
」（
3
月
29
日
）

　
山
田
町
の
織
笠
地
区
は
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
高
台
移

転
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

る
低
地
部
の
か
さ
上
げ
で
市
街
地

を
復
興
。
う
ち
高
台
部
１
ブ
ロ
ッ

ク
60
区
画
が
造
成
工
事
を
終
え
、

ま
ち
び
ら
き
。
住
宅
建
設
は
7
月

頃
か
ら
の
予
定

女川町営運動公園住宅昨夏完成の離島初となる災害公営住宅（女川町出島）

織笠地区で造成中の土砂を運
搬するベルトコンベヤー。低
地部の市街地を7～8㍍盛土

まちびらきへ整備の進む女川駅舎と周辺地区

女川町営運動公園住宅の中庭で談笑する居住者。居住者同
士が自然にコミュニケーションを図れる空間を豊富に用意

地域を支え、暮らしに寄り添うＵＲ都市機構

ま
ち
づ
く
り
」
だ
っ
た
な
と
改
め

て
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

　
「
ま
ち
お
こ
し
の
勉
強
に
と
目

立
つ
ほ
ど
増
え
て
き
た
全
国
か
ら

の
視
察
旅
行
者
に
も
桜
の
お
も
て

な
し
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
お
花
見
客
が
く
つ
ろ
げ
る

広
場
づ
く
り
も
進
め
た
い
」
と
、

粟
飯
原
理
事
長
、
中
井
逸
文
事
務

局
長
。「
い
ず
れ
は
1
万
本
植
樹

も
」
と
夢
は
膨
ら
み
、
ま
だ
ま
だ

当
分
手
を
抜
け
そ
う
も
な
い
。

2015 年（平成27 年）３月 第43号 2015 年（平成27 年）３月第43号9 8

柳津
山嶋美佐樹駅長

　一級河川境川がはぐくむ豊かな自然の

岐阜市柳津町仙右城 7696-1
主要地方道岐阜南濃線　TEL.058-388-8719

中で、太陽光発電や風力発電、屋上緑化を採用し、「環
境にやさしく自然あふれる都市型道の駅」をコンセ
プトにしています。冬期は、地域特産の「佐波いちご」

（品種名とちおとめ、美濃姫）と「いちご大福」が人気。
春は桜がきれいです。

彼杵の荘
岡崎省三駅長

　長崎街道の旧宿場町で、茶葉を痛めないよう

長崎県東彼杵町彼杵宿郷 747-2
国道 205 号　TEL.0957-49-3311

丸く巻いた「そのぎ茶」と鯨で有名です。古民家風の食
事処では、鯨入りのだご汁や炊き込みご飯、うどんや定食、
そのぎ茶を使ったソフトクリームや茶ちゃ焼きが好評で
す。地元の新鮮野菜や果物、大村湾で獲れた魚、お茶や
鯨を使った惣菜やスウィーツ等も販売 .しています。

ハチ北
井上俊一郎駅長

　関西有数規模のスキー場もあるハチ

兵庫県香美町村岡区福岡 6-13-2
国道 9号　TEL.0796-967-1600

北高原の入口にあります。駐車場には日本初の
自然エネルギ -―を使う無散水融雪装置を備え、
チェーン着脱が可能。レストランには但馬の牛丼
などオリジナル料理がいろいろあり、土産物は激
辛唐辛子、椎茸、沢庵や卵の燻製などが好評です。

樋脇
竹隈健二支配人

　市比野温泉街の入口にあり、入浴施設

鹿児島県薩摩川内市樋脇町市比野 156
県道 42 号 ( 空港道路 )　TEL.0996-38-2506

はありませんが、24時間無料で利用できる足湯や、
泉質を飲んで感じてもらう「飲泉場」などが併設
され、気軽に温泉を楽しめます。直売所では新鮮
な農産物、食堂では豚肉の自家製味噌焼き定食、
軽食では当店手作りコロッケが大人気です。

白沢
斎藤孝夫副支配人

　四方を山々に囲まれた風光明媚な道の

群馬県沼田市白沢町平出 1297
国道 120 号　TEL.0278-53-3939

駅です。15万年の歳月を経て形成された世界でも
有数の河岸段丘「片品川河岸段丘」に面した造り
になっていて、天然温泉施設「望郷の湯」露天風
呂からの眺めは絶景です。直売所では地元産の新
鮮で美味しい野菜・果物等を購入できます。

西山公園
伊藤努駅長

　「日本の歴史公園100選」指定の西山

福井県鯖江市桜町 3-950
国道 417 号　TEL. 0778-51-8181

公園に隣接し、エレベーターと橋で連絡する道の
駅です。４～５月には５万本のつつじが楽しめ賑
わいます。公園には日本庭園、動物園、芝生広場、
展望広場、冒険の森などもあり、毎月様々なイベ
ントを開催、４月４～５日は一周年記念祭です。

　
日
ご
ろ
は
人
気
も
ま
ば
ら
な
山

間
地
だ
が
、
３
月
下
旬
か
ら
１
か

月
余
は
、
国
道
４
３
８
号
沿
い
に

あ
る
道
の
駅
「
温
泉
の
里
神
山
」

や
「
神
山
温
泉
」、
お
遍
路
さ
ん

の
通
う
四
国
霊
場
札
所
周
辺
を
は

じ
め
町
全
体
が
車
や
人
で
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
に
な
る
。

　
風
景
街
道
の
中
心
に
な
っ
て
活

躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
神
山

さ
く
ら
会
」（
粟
飯
原
基
行
理
事

長
、
会
員
48
人
）
が
地
域
住
民
と

と
も
に
長
年
少
し
ず
つ
植
樹
し
育

て
て
き
た
桜
が
５
６
０
０
本
を
超

え
、
町
中
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上

げ
る
ほ
ど
に
生
育
し
、
町
外
か
ら

も
花
見
客
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　
桜
の
７
割
が
イ
ト
ザ
ク
ラ
と
も

呼
ば
れ
大
き
く
枝
が
垂
れ
る
独
特

な
枝
垂
れ
桜
。「
神
山
枝
垂
れ
さ

く
ら
」
と
名
付
け
、
こ
れ
は
街
路

沿
い
を
中
心
に
植
え
て
い
る
。
公

園
や
広
場
向
け
の
桜
も
、
北
海
道

で
育
成
さ
れ
た
「
紅
豊
」
か
ら
、

同
町
出
身
の
桜
愛
好
家
が
郷
里
に

　
徳
島
市
の
中
心
部
か
ら
車

で
約
40
分
の
神
山
町
は
、
８

割
が
急
斜
面
の
山
林
。
人
口

６
０
０
０
人
ほ
ど
で
高
齢
化

率
も
高
い
典
型
的
な
過
疎
地

だ
っ
た
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
移
住
支
援
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
町
お
こ
し
で
活
気
を
取
り

戻
し
、
最
近
は
地
方
創
生
の

エ
ー
ス
と
し
て
脚
光
を
集
め

始
め
て
い
る
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

街道染める「神山枝垂れさくら」
徳島県神山町
いやし・もてなし神山街道

花
見
シ
ー
ズ
ン
に
は
峠
の
茶
屋
を
設
置

待望のまちびらき　女川駅周辺で３月 21日

■道の駅との連携強化、
　拡充を確認
　各地で風景街道の活動を進め

ている団体の交流、自主研修を

目的とした「日本風景街道大学

宮崎本校」が１月、宮崎市内で

開かれた。５回目の今回は「日

本風景街道における道の駅」が

テーマ。

　全国から約 140 人が参加。

宮崎市が行政からみた市内道の

駅の現況と展望を、宮崎県内の

道の駅「かまえ」「北川はゆま」

など４駅が道の駅の現状と課題

を、国土交通省九州地方整備局

が第２ステージに向けた地方の

拠点とネットワーク化につい

て、本四連絡道「しまなみ海道」

の道の駅関係者がサイクルツー

リズムの概要について、それぞ

れ発表した。

　その後２日間にわたり、日本

風景街道と道の駅との連携のあ

り方や、サイクルツーリズム、

地域ができるおもてなし等につ

いて討議した。

■道路景観向上へ
　意見交換会
　日本風景街道の推進に道路管

理者や行政がどう取り組むか

を討議する意見交換会が 1 月、

都内で開かれた。

　北海道開発局が「シーニック

バイウェイ北海道」で進む景観

改善の取り組みを、宮崎県と宮

崎市が「日南海岸きらめきライ

ン」の沿道修景策を、福井県若

狭町が「若狭熊川・鯖街道」で

国の重要伝統的建造物群保存地

区に指定されている熊川宿のま

ちなみ保全について、それぞれ

道路管理者や行政としての取り

組みを発表。

　その後、道路管理者の役割を

踏まえた道路景観づくりの継続

的な推進を目指す方向性につい

て話し合い、道路管理者が率先

して住民や地域と連携すること

によって風景街道の取り組みを

進めていくことを確認した。

　
植
木
を
買
っ
て
き
て
の
植
樹
活

動
で
は
な
く
、
苗
が
で
き
た
あ
と

も
台
木
を
植
え
、
接
ぎ
木
し
、
少

し
伸
び
て
き
た
ら
枝
を
垂
ら
す
た

め
の
支
柱
設
置
、
防
除
、
地
域
で

も
手
分
け
し
て
植
え
育
て
て
く
れ

る
苗
木
配
布
、
草
取
り
…
…
と
ほ

ぼ
毎
週
あ
る
作
業
は
か
な
り
き
つ

い
。

　
数
年
前
か
ら
は
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
峠
の
茶
屋
を
設
け
て
桜
茶
の
接

待
、
俳
句
大
会
も
開
催
し
て
い

る
。
最
近
は
シ
ー
ズ
ン
以
外
も
訪

問
客
を
お
も
て
な
し
で
き
る
よ
う

に
と
、
婦
人
部
が
中
心
に
な
っ
て

桜
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
開
発
と
講

習
会
も
定
期
開
催
す
る
よ
う
に
な

咲き誇る枝垂れ桜と一緒に記念撮影「お遍路さん」にも見所の案内

俳句大会の優秀作を記入して桜のそばに飾る

紅色が特徴の「神山さくら」

ふ
さ
わ
し
い
八
重
桜
だ
と
選
抜
し

て
く
れ
た
「
神
山
さ
く
ら
」
で
、

ひ
と
味
違
う
趣
が
あ
る
。

　
「
枝
垂
れ
桜
は
全
国
の
桜
の
１

割
程
度
し
か
な
く
、
街
道
沿
い
の

並
木
は
と
て
も
珍
し
い
そ
う
で

す
。
私
た
ち
は
”
日
本
一
美
し
い

桜
の
里
づ
く
り
”
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た

が
、
誇
大
宣
伝
じ
ゃ
な
い
の
だ
と

自
信
を
持
ち
ま
し
た
よ
」

　
初
代
理
事
長
で
「
日
本
さ
く
ら

の
会
」
認
定
の
「
さ
く
ら
功
労
者
」

に
個
人
で
選
ば
れ
、
今
も
会
に
は

欠
か
せ
な
い
谷
高
重
さ
ん
（
92
）

は
感
慨
深
げ
に
振
り
返
る
。

　地
元
農
業
高
校
分
校
の
元
教

師
。
定
年
で
余
裕
時
間
が
で
き
た

の
を
機
に
、
過
疎
の
進
ん
で
い
く

ふ
る
さ
と
を
「
美
し
い
花
で
元
気

に
し
た
い
」
と
、
１
９
９
６
年
こ

ろ
か
ら
有
志
数
人
で
桜
名
所
づ
く

り
に
乗
り
出
し
た
。
２
０
０
２
年

の
会
発
足
、
07
年
の
「
日
本
風
景

街
道
」
登
録
に
際
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
と
一
貫
し
て
活
動
の
先
頭

に
立
ち
、
よ
り
美
し
い
品
種
選
抜

に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
。

　
重
点
的
に
植
樹
し
て
い
る
「
神

山
枝
垂
れ
さ
く
ら
」
は
古
く
か
ら

地
元
で
目
立
っ
て
い
た
桜
で
、
町

内
の
お
寺
に
は
樹
齢
80
年
と
さ
れ

る
見
事
な
老
樹
も
あ
る
。
谷
さ
ん

は
半
世
紀
ほ
ど
前
か
ら
自
宅
庭
に

接
ぎ
木
し
て
育
て
て
い
た
の
で
、

会
で
は
こ
れ
を
母
樹
と
し
て
毎
年

５
０
０
本
近
い
苗
を
畑
で
つ
く
っ

て
き
た
。

　

っ
た
。　

会
員
の
平
均
年
齢
が
70
代
と
高

齢
化
が
心
配
だ
が
、地
元
の
中
学
、

高
校
生
に
総
合
学
習
で
接
ぎ
木
指

導
を
し
た
縁
で
、
地
域
で
は
若
い

植
樹
参
加
者
も
増
え
て
き
た
。

　
さ
す
が
は
、
道
路
の
維
持
管
理

を
お
役
所
任
せ
に
せ
ず
地
域
住
民

で
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
い
う

米
国
の
「
ア
ド
プ
ト
制
度
」
を
日

本
で
最
初
に
採
用
し
た
神
山
町

だ
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
国
土
交
通

省
が
始
め
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。

　
ア
ド
プ
ト
制
度
を
率
先
取
り

入
れ
た
同
町
の
心
意
気
は
、
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
支
援

な
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
ま
ち

お
こ
し
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
そ
う
い
え
ば
、「
日
本
風
景

街
道
」
の
合
言
葉
は
、「
さ
あ
、

み
ん
な
で
美
し
い
道
づ
く
り
、

若い世代に桜の接ぎ木ノウハウを講習

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
み
、
現
在
も
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
22
の
被
災
自
治
体
と

覚
書
や
協
定
を
結
ん
で
４
０
０
人
以
上
の
職
員
が
復
興
最
前
線
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
低
地
の
嵩
上
げ
や
宅
地
造
成
、
特
に
土
地

区
画
整
理
事
業
は
被
災
３
県
の
実
施
面
積
の
３
分
の
２
以
上
を
支

援
。
災
害
公
営
住
宅
建
設
で
は
、
５
０
３
６
戸
の
建
設
要
請
を
受

け
３
月
１
日
現
在
９
９
７
戸
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
が
復
興
は
ま
だ

道
半
ば
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
一
日
も
早
い
復
興
へ
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　
女
川
町
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は

平
成
24
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
締
結
し
、
町
全
体
の

復
興
に
向
け
、
包
括
・
総
括
的

に
町
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

女
川
駅
周
辺
部
で
は
３
月
21
日

の
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
全
線
運
転
再
開

と
と
も
に
、
待
望
の
「
ま
ち
び

ら
き
」。
米
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を

受
賞
し
た
建
築
家
・
坂
茂
氏
が

設
計
し
、
温
泉
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
舎
。
来

秋
ま
で
に
は
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
や
水
産
業
の
魅
力
を
体
験

し
た
り
調
理
実
習
が
で
き
る
拠

点
施
設
、
テ
ナ
ン
ト
型
商
業
施

設
、
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
相

次
ぎ
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
「
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
と
と
も
に〝
チ
ー
ム
女
川
〞

と
し
て
千
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
」
と
須
田
善
明
町
長
。

　
Ｕ
Ｒ
女
川
復
興
支
援
事
務
所

は
、
高
台
の
女
川
町
営
運
動
場

に
昨
春
完
成
し
た
２
０
０
戸
の

災
害
公
営
住
宅
で
、「
階
数
も

低
く
抑
え
て
住
み
易
さ
に
配
慮

し
、
水
産
業
の
ま
ち
ら
し
く
漁

具
も
洗
え
る
よ
う
ピ
ロ
テ
ィ
に

水
洗
い
場
も
設
け
ま
し
た
」と
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
配
慮
に
知

恵
を
絞
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
地
域
の
絆
を
取
り
戻
し
た

居
住
者
た
ち
に
や
っ
と
笑
顔
が

戻
っ
た
。

岩
手
県
山
田
町
で
も

「
ま
ち
び
ら
き
」（
3
月
29
日
）

　
山
田
町
の
織
笠
地
区
は
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
高
台
移

転
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

る
低
地
部
の
か
さ
上
げ
で
市
街
地

を
復
興
。
う
ち
高
台
部
１
ブ
ロ
ッ

ク
60
区
画
が
造
成
工
事
を
終
え
、

ま
ち
び
ら
き
。
住
宅
建
設
は
7
月

頃
か
ら
の
予
定

女川町営運動公園住宅昨夏完成の離島初となる災害公営住宅（女川町出島）

織笠地区で造成中の土砂を運
搬するベルトコンベヤー。低
地部の市街地を7～8㍍盛土

まちびらきへ整備の進む女川駅舎と周辺地区

女川町営運動公園住宅の中庭で談笑する居住者。居住者同
士が自然にコミュニケーションを図れる空間を豊富に用意

地域を支え、暮らしに寄り添うＵＲ都市機構

ま
ち
づ
く
り
」
だ
っ
た
な
と
改
め

て
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

　
「
ま
ち
お
こ
し
の
勉
強
に
と
目

立
つ
ほ
ど
増
え
て
き
た
全
国
か
ら

の
視
察
旅
行
者
に
も
桜
の
お
も
て

な
し
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
お
花
見
客
が
く
つ
ろ
げ
る

広
場
づ
く
り
も
進
め
た
い
」
と
、

粟
飯
原
理
事
長
、
中
井
逸
文
事
務

局
長
。「
い
ず
れ
は
1
万
本
植
樹

も
」
と
夢
は
膨
ら
み
、
ま
だ
ま
だ

当
分
手
を
抜
け
そ
う
も
な
い
。
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京
都
の
公
家
た
ち
が
政
治
を
仕

切
る
摂
関
時
代
か
ら
、
地
方
に
武

士
た
ち
が
興
隆
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
治
め
る
分
権
型
の
武
家
時
代

が
始
ま
る
頃
、
関
東
で
は
「
平
将

門
の
乱
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
将
門
は
新
帝
を
称
し
た
た
め
朝

敵
と
さ
れ
た
り
す
る

な
ど
、
時
代
に
よ
っ

て
評
価
は
ま
ち
ま
ち

で
す
が
、
関
東
各
地

に
は
多
く
の
将
門
伝
説
が
存
在
し

て
い
る
し
、
江
戸
・
東
京
に
も
神

田
明
神
や
首
塚
な
ど
将
門
ゆ
か
り

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
将
門

が
い
か
に
短
期
間
に
関
東
を
駆
け

回
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
将

門
の
活
動
は
反
乱
以
前
か
ら
あ
る

も
の
の
、
反
乱
そ
の
も
の
は
９
３

９
年
（
天
慶
２
）
11
月
に
始
ま
り
、

翌
年
の
２
月
に
は
終
了
し
た
、
き

わ
め
て
短
時
間
の
事
件
で
し
た
。

　
こ
の
短
い
期
間
に
、
将
門
は
常

陸
国
府
、
下
野
国
府
、
上
野
国
府
、

武
蔵
国
府
、
相
模
国
府
、
下
総
国

府
と
転
戦
し
た
の
で
す
。
現
在
の

よ
う
な
高
速
道
路
も
な
く
、
舗
装

さ
れ
た
国
道
も
な
い
時
代
に
、
大

勢
の
武
装
し
た
武
士
た
ち
が
、
こ

れ
だ
け
の
距
離
を
短
時
間
に
移
動

で
き
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
古
代
官
道
は
幅
員
が
広
い
（
９

～
12
㍍
）
こ
と
や
直
線
性
に
優
れ

て
い
る
（
14
㌔
㍍
も
の
直
線
区
間

の
例
が
あ
る
）
こ
と
が
、
最
近
の

発
掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
こ
と
は
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
近
江
俊
秀
氏
は
官
道
の

利
用
が
当
時
の
社
会
を
変
え
て
き

た
こ
と
に
着
目
し
、「
道
路
は
社

会
を
ど
う
変
え
た
の
か
」
と
い
う

観
点
か
ら
、｢

日
本
の
古
代
道
路

（
角
川
選
書
）」を
著
わ
し
ま
し
た
。

　
近
江
氏
は
、
こ
れ
だ
け
の
長
距

離
の
短
時
間
移
動
が
可
能
だ
っ
た

の
は
、
古
代
官
道
が
整
備
さ
れ
て

い
た
ゆ
え
と
い
う
の
で
す
。
こ
の

反
乱
以
降
、
班
田
・
口
分
田
は
消

え
て
公
家
の
時
代
が
終
わ
り
始

め
、
武
士
の
存
在
が
公
認
さ
れ
る

な
ど
、
武
家
中
心
の
時
代
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
移
動
の
容
易
性
を
も
た
ら
し
た

道
路
が
、
将
門
の
乱
を
通
じ
て
新

た
な
時
代
を
切
り
開
い
た
の
で

す
。

　
　
平
将
門
の
乱
と
道
路

次
世
代
自
動
車
の

普
及
め
ざ
し
経
産
省

３
月
か
ら
補
助
金
（
申
請
）
受
付
開
始

　
国
土
の
す
が
た
は
人
と
自
然
と

の
関
わ
り
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ

て
き
た
。
日
本
は
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
る
半
面
、
風
水
害
や
地
震

な
ど
自
然
災
害
が
多
発
す
る
地
理

的
条
件
の
も
と
に
あ
る
。
自
然
の

前
で
人
間
は
無
力
で
あ
り
、
自
然

の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
自

然
の
猛
威
を
畏
れ
敬
う
心
か
ら
古

来
、
風
、
雨
、
雷
、
地
震
な
ど
の

自
然
現
象
や
、
山
や
森
林
、
巨
木
、

川
、
太
陽
や
月
、
星
な
ど
、
森
羅

万
象
に
神
を
祭
っ
て
き
た
。

　
「
日
本
の
よ
う
な
多
彩
に
し
て

変
幻
き
わ
ま
り
な
き
自
然
を
も
つ

国
で
八
百
万
の
神
々
が
崇
拝
さ
れ

続
け
て
き
た
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
山
も
川
も
木
も
一
つ
一

つ
が
神
で
あ
り
人
で
も
あ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
あ
が
め
そ
れ
に
従

う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
生
活
生
命

が
保
証
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」（
寺

者
が
３
０
０
０
人
を
超
え
る
被
害

を
も
た
ら
し
た
ほ
ど
、
毎
年
の
よ

う
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
30
年

代
も
１
０
０
０
人
以
上
の
人
命
が

失
わ
れ
る
大
災
害
が
頻
発
、
34
年

の
伊
勢
湾
台
風
は
死
者
・
行
方
不

明
者
５
０
０
０
人
を
超
す
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

国
土
緑
化
を
国
会
で
決
議

　
こ
の
た
め
緑
の
国
土
を
回
復
す

る
懸
命
の
努
力
が
行
わ
れ
、
23
年

に
は
参
議
院
で
「
国
土
保
全
に
関

す
る
決
議
」を
満
場
一
致
で
採
択
。

24
年
に
は
衆
議
院
で
「
挙
国
造
林

に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

26
年
に
は
衆
参
両
院
の
本
会
議
で

「
国
土
緑
化
推
進
に
関
す
る
決
議
」

が
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
る
。

　
24
年
の
衆
院
決
議
の
提
案
理
由

説
明
要
旨
の
一
部
を
掲
げ
る
。

　
「
今
や
わ
が
国
は
山
林
の
一
角

よ
り
恐
る
べ
き
速
度
を
も
っ
て
国

土
崩
壊
を
起
こ
し
つ
つ
あ
り
、
今

に
し
て
山
林
の
荒
廃
を
防
止
し
森

林
の
復
興
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
、

産
業
も
経
済
も
文
化
も
す
べ
て
は

根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ

る
。
政
治
が
目
前
の
こ
と
に
ば
か

り
忙
殺
さ
れ
て
国
家
百
年
の
大
計

を
忘
れ
る
こ
と
あ
り
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
す
で
に
国
家
の
政
治
と
は

い
え
な
い
。（
中
略
）
…
今
こ
そ

敗
戦
の
重
圧
の
中
か
ら
国
家
再
建

の
民
族
的
使
命
を
自
覚
し
、
国
を

挙
げ
て
造
林
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
北
欧
の
小
国
デ
ン
マ
ー
ク
は

北
海
道
の
３
分
の
２
に
す
ぎ
ぬ
国

で
あ
り
、
約
80
年
前
ド
イ
ツ
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
等
と
戦
い
敗
戦
の
身
と

な
り
、
わ
が
国
同
様
国
土
半
滅
不

毛
の
地
と
い
わ
れ
た
国
だ
が
、
指

導
者
ダ
ル
カ
ス
を
中
心
と
す
る
一

大
国
民
運
動
と
し
て
挙
国
造
林
を

実
施
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
の

永
い
永
い
血
と
汗
と
涙
の
努
力
は

見
事
に
成
功
し
、
現
在
世
界
に
お

け
る
も
っ
と
も
豊
か
な
農
業
国

家
、
文
化
国
家
を
築
き
上
げ
て
い

る
事
実
を
思
う
と
き
、
日
本
国
民

が
祖
国
を
愛
す
る
情
に
お
い
て
断

じ
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
々
に
劣
る

も
の
で
な
い
と
信
じ
、
挙
国
造
林

に
対
す
る
政
府
の
善
処
と
国
民
の

奮
起
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
」

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構

　
　

常
務
理
事

青
木
正
篤

　
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
な
ど
環
境
に
や
さ
し

い
次
世
代
自
動
車
普
及
に
不
可
欠
な
充
電
イ
ン
フ

ラ
整
備
・
拡
充
を
進
め
て
い
た
経
済
産
業
省
は
、

先
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算
で
切
れ
目
無
く
、
３

月
か
ら
「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
促

進
事
業
」
の
補
助
金
申
請
受
付
け
を
開
始
す
る
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
を
国
際
的

に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
わ
が
国
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
新
車
販
売
の
５
～
７
割
を
次
世
代
自
動

車
に
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
同
省
で
は
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
両
本

体
の
購
入
補
助
の
他
に
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
の
充

電
設
備
の
整
備
に
補
助
金
を
用
意
し
、
道
の
駅
、

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
会
社
の
従
業

員
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
順
次
普
及
さ

せ
、「
電
欠
な
き
日
本
」の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
平
成
27
年
２
月
末
申
請
締
切
の
平

成
24
年
度
補
正
予
算
で
は
、
公
共
性
の
あ
る
設
置

の
場
合
は
充
電
器
購
入
費
と
工
事
費
と
も
に
３
分

の
２
が
補
助
さ
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
事
業
は
総
額
３
０
０
億
円
。
補
助
内
容

は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
道
の
駅
等
は
充
電
器
購

入
費
や
工
事
費
も
定
額
と
す
る
な
ど
拡
充
し
て
い

道の駅にも充電インフラ整備

田
寅
彦
「
日
本
人
の
自
然
観
」）

　
日
本
人
は
自
然
の
摂
理
に
適
合

し
な
が
ら
自
然
の
恵
み
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
森
林
を
荒
ら
さ
ず
大

切
に
し
な
が
ら
建
築
用
材
、
薪
な

ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
資
材
の
生

産
を
続
け
る
た
め
、
資
源
が
枯
渇

し
な
い
よ
う
心
が
け
て
き
た
。

昔
も
同
じ
森
へ
の
心

い
に
し
へ
の
人
が
植
ゑ
け
む
杉
が

枝
に
霞
み
た
な
び
く
春
は
来
ぬ
ら

し
（
万
葉
集
・
柿
本
人
麻
呂
）

い
に
し
へ
の
人
も
守
り
来
し
日
の

本
の
森
の
栄
え
を
共
に
願
は
む

（
平
成
３
年
歌
会
始
・
御
製
）

　
２
首
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
は

１
３
０
０
年
以
上
隔
た
る
が
、
森

に
対
す
る
気
持
ち
は
共
通
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
を
森

林
が
占
め
、
先
進
国
で
こ
れ
ほ
ど

緑
化
の
原
点
か
ら
考
え
る

全
国
植
樹
行
事
が
始
ま
っ
て
80
年

10

森
林
が
残
る
国
は
希
だ
が
、
少
し

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
全
国
に

は
げ
山
が
広
が
る
極
度
に
荒
廃
し

た
時
代
も
あ
っ
た
。
戦
後
の
昭
和

25
年
頃
は
、
千
葉
県
面
積
の
約
３

倍
１
５
０
万
㌶
の
荒
廃
地
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
た
。

　
唐
の
詩
人
杜
甫
は
「
国
破
れ
て

山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深

し
」
と
詠
っ
た
が
、
終
戦
後
の
日

本
は
山
河
も
荒
れ
「
草
は
深
く
と

も
木
は
少
な
か
っ
た
」。
昭
和
20

年
代
は
20
年
の
枕
崎
台
風
や
23
年

の
福
井
地
震
で
死
者
・
行
方
不
明

茨
城
県
桜
川
市
に
あ
る
全
国
緑
化

事
業
発
祥
の
地
の
石
碑

高岡
正木康生駅長

　宮崎県で一番最初に認可された道の

宮崎市高岡町花見 304-5
国道 10 号　TEL.0985-82-4936

駅です。店内に加工場を持ち、ここで作る蒸し
菓子「ふくれ」と赤飯は特に人気になっていま
す。他にも甘乳蘇を使用した「醍醐ビタミンソ
フト」300 円や、柑橘の町らしく、日向夏や高
岡文旦など品揃えも多く販売しています。

にらさき
澤登祐二駅長

　モダンな外観が印象的で、隣接する

山梨県韮崎市中田町中條 1795
国道 141 号　TEL.0551-25-5021

ゆ～ぷるにらさき (温泉・室内プール）へ歩道橋
で行き来できます。季節の野菜や果物がたくさん
あり、味覚ではカラメルをかけて食べる醤油ソフ
トアイス、爆弾おにぎりがお勧め。土産物は勘介
ほうとう、新府焼き米、武田八幡味噌が人気です。

吉野路 上北山
更屋よね子駅長

　97%が山地の深い緑と「大和の水31

奈良県上北山村河合 1-1
国道 169 号　TEL.07468-2-0169

選」の北山川を眺めながらほっと一息できる駅で
す。レストランではおいしい水で入れたコーヒー
や山の幸、川魚などの郷土料理、売店では地元特
産の吉野杉箸や木工品、栃モチ、いざさ寿司など
好評。対岸に温泉棟、村営ホテルがあります。

道
の
駅｢

な
る
さ
わ｣

に
設
置
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
器

る
。
一
般
社
団
法

人
次
世
代
自
動
車

振
興
セ
ン
タ
ー
で

申
し
込
み
を
受
け

付
け
る
予
定
。

■
受
付
窓
口
は

同
セ
ン
タ
ー

（h
ttp
://cev

-
pc.or.jp

）。

補

助
制
度
の
問
合
わ

せ
は
「
充
電
イ
ン

フ
ラ
補
助
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」（
03

―
５
５
０
１
―
４

４
１
５
）
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国
土
緑
化
が
緊
急
の
政
治
課
題

で
、デ
ン
マ
ー
ク
の
「
挙
国
造
林
」

を
模
範
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え
て

い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
造
林
は
内

村
鑑
三
が
明
治
44
年
に
行
っ
た
講

演
「
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
」
で
詳

し
く
述
べ
て
お
り
、
当
時
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
昭
和
25
年
1

月
、
国
民
運
動
と
し
て
国
土
緑
化

運
動
を
進
め
よ
う
と
各
界
各
層
有

志
が
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
を
結

成
、
全
国
で
国
民
運
動
が
始
ま
っ

次
郎
を
中
心
に
「
愛
林
日
設
定
委

員
会
」
を
設
立
。
愛
林
思
想
普
及

啓
蒙
の
た
め
毎
年
４
月
２
～
４
日

を
「
愛
林
日
」
と
し
、
森
林
愛
護

と
植
林
推
進
を
決
議
、
農
林
省
も

積
極
的
に
協
力
し
た
。

　
翌
９
年
か
ら
全
国
的
な
樹
木
植

栽
日
と
し
て
全
国
に
呼
び
か
け
、

ポ
ス
タ
ー
や
ビ
ラ
を
配
布
し
、
苗

木
も
無
償
配
布
。
第
１
回
愛
林
日

に
は
茨
城
県
筑
波
山
の
鬼
が
作
国

有
林
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
場
所
は
永
く
不
明
だ
っ
た
が

関
係
者
の
努
力
で
特
定
さ
れ
、
国

土
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長
だ
っ

た
徳
川
宗
敬
氏
の
発
意
で
昭
和
61

年
４
月
、「
全
国
緑
化
行
事
発
祥

の
地
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

「
愛
林
日
」
が
全
国
規
模
に

　
「
愛
林
日
」
は
昭
和
11
年
に
は

全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
国
民
の
間
に
愛
林
思
想
が

急
速
に
浸
透
。
愛
林
日
の
記
念
植

樹
は
昭
和
９
年
か
ら
19
年
ま
で
継

続
し
た
が
戦
中
戦
後
の
混
乱
と
人

手
不
足
、
物
資
不
足
で
20
、
21
年

は
中
止
。
し
か
し
、
戦
後
の
混
乱

期
で
も
国
民
か
ら
緑
化
思
想
は
失

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
大
日
本
山
林
会
関
係
の
６
団
体

を
正
会
員
に
22
年
、「
森
林
愛
護

連
盟
」
を
結
成
。「
緑
化
の
父
」

徳
川
宗
敬
氏
が
会
長
に
就
任
し
、

中
断
し
て
い
た
愛
林
日
行
事
が
４

月
、
南
多
摩
郡
に
あ
っ
た
帝
室
林

野
局
林
業
試
験
場
に
東
宮
殿
下
の

ご
来
臨
を
え
て
記
念
植
樹
を
実
施

し
た
。
23
年
に
は
東
京
都
青
梅
町

で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の

下
行
わ
れ
、
24
年
は
神
奈
川
県
箱

根
町
千
石
原
で
実
施
。
戦
後
始
ま

っ
た
全
国
的
な
緑
化
運
動
の
原
点

■みどりの安全保障　森づくりの道フォーラム
　全国緑化行事発祥の地（茨城県筑波山麓）に至る
荒廃した山道を補修する道普請プロジェクトの一環
「みどりの安全保障　森づくりの道フォーラム」（主
催：国土緑化推進機構、東京農業大学、大日本山林会、
毎日新聞社）が1月、都内で開かれ約110人が参加。
国連フォレストヒーローでNPO法人「森は海の恋
人」の畠山重篤理事長の総括講演、東京農大の宮林
茂幸教授や林野庁の牧元幸司林政部長らが森づくり
の課題などを話し合った。
■第 66回全国植樹祭　石川県で 5月開催
　全国植樹祭が 5月 17 日、石川県小松市で「木
を活かし　未来へ届ける　ふるさとの森」を大会
テーマに開催される。全国植樹祭は、毎年春、天
皇皇后両陛下ご臨席のもと国土緑化推進機構と開
催地都道府県の共催で行う国土緑化運動の中心的
な行事。第 1回大会が昭和 25年開催され、石川
県の開催は昭和 58 年、河北郡津幡町での第 34
回大会以来、32年ぶり 2回目。

３月 21 日 都「海の森」で国連森林デーイベント

「
林
業
の
再
生
な
く
し
て
地
方
創
生
な
し
」
健
全
な
森
林
の
整
備
こ
そ
急
務

た
。
創
立
総
会
で
当
時
の
衆
院
議

長
幣
原
喜
重
郎
は
次
の
よ
う
に
挨

拶
し
た
。

　
「
緑
化
運
動
は
我
が
国
の
復
興

に
も
っ
と
も
関
係
深
い
事
業
で
あ

り
ま
す
。
地
方
へ
参
り
ま
し
て
も

目
に
触
れ
る
山
々
の
荒
廃
は
ま
っ

た
く
痛
ま
し
い
程
で
、
慄
然
た
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
国
土

は
今
こ
そ
緑
を
も
っ
て
復
興
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
あ
る
人
々

は
誰
し
も
同
じ
意
見
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
年
々
数
度
の
台
風
の
襲

来
に
よ
る
被
害
状
況
は
全
く
見
る

に
忍
び
な
い
も
の
が
あ
り
、
緑
化

運
動
の
必
要
は
ま
さ
に
身
に
迫
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
単
に
観
光
な

ど
の
目
的
の
み
な
ら
ず
国
土
保
全

の
た
め
、
志
を
同
じ
う
し
て
努
力

し
て
い
た
だ
く
よ
う
特
に
お
願
い

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」

　
国
土
緑
化
運
動
は
当
時
の
切
実

な
状
況
か
ら
生
ま
れ
、
荒
廃
し
た

危
険
な
国
土
に
一
日
も
早
く
緑
を

回
復
し
、
安
全
な
国
土
基
盤
を
回

復
さ
せ
る
た
め
国
民
一
体
の
努
力

が
払
わ
れ
た
。

全
国
的
植
樹
運
動
の
は
じ
ま
り

　
戦
後
の
緑
化
運
動
以
前
に
も
国

民
運
動
と
し
て
の
植
樹
運
動
は
あ

っ
た
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
「
愛
林
日
」「
植
樹
の
日
」

が
設
け
ら
れ
植
林
運
動
は
活
発
だ

っ
た
。
昭
和
恐
慌
に
よ
る
社
会
不

安
、
と
り
わ
け
農
山
村
の
不
況
は

厳
し
く
農
山
村
の
振
興
と
森
林
資

源
の
拡
充
を
図
る
た
め
昭
和
８

年
、
大
日
本
山
林
会
会
長
和
田
国

11

で
あ
る
。
25
年
に
「
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
」
に
発
展
、「
植
樹
行

事
な
ら
び
に
国
土
緑
化
大
会
」
と

し
て
実
施
さ
れ
運
動
の
シ
ン
ボ
ル

「
緑
の
羽
根
募
金
」
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
が
「
全
国
植
樹
祭
」「
緑
の
募

金
」
と
し
て
今
に
継
続
さ
れ
て
お

り
、
本
年
５
月
に
は
第
66
回
全
国

植
樹
祭
が
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
。

　
わ
が
国
の
森
林
は
過
去
何
度
も

荒
廃
し
た
が
、
時
代
時
代
に
植
林

が
行
わ
れ
森
林
を
守
る
努
力
を
継

続
、
豊
か
な
緑
を
取
り
戻
し
た
。

地
球
温
暖
化
で
極
端
な
気
象
現
象

が
世
界
各
地
で
頻
発
、
わ
が
国
で

も
毎
年
台
風
、
竜
巻
、
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
、

巨
大
地
震
の
確
率
も
高
ま
っ
て
い

る
。寺
田
寅
彦
が
言
う
よ
う
に「
特

殊
な
天
変
地
異
に
絶
え
ず
脅
か
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
の
下

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
一
日
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」の
で
あ
る
。

再
び
荒
廃
の
恐
れ

　
永
年
の
緑
化
運
動
で
わ
が
国
土

は
緑
に
覆
わ
れ
世
界
有
数
の
森
林

国
と
な
っ
た
が
、山
村
の
過
疎
化
、

高
齢
化
の
進
展
、
１
０
０
０
万
㌶

の
人
工
林
を
中
心
に
森
林
は
毎
年

１
億
立
方
㍍
以
上
生
長
す
る
の
に

需
要
が
な
い
、
木
材
価
格
が
安
い

な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
今
森

を
守
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
再
び

荒
廃
の
恐
れ
が
あ
る
。

　
「
地
方
の
活
性
化
な
く
し
て
日

本
の
再
生
な
し
」「
林
業
の
再
生

な
く
し
て
地
方
創
生
な
し
」。
先

人
の
努
力
で
育
っ
た
森
林
資
源
を

活
か
し
て
山
村
を
活
性
化
し
、
健

全
な
森
林
を
整
備
、
安
全
な
国
土

基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
か

つ
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
回
国
土
緑
化
大
会
（
甲
府
市
）
会
場
と
現
在
の
様
子
㊥
。

㊦
第
一
回
国
土
緑
化
大
会
で
昭
和
天
皇
が
お
手
植
え

駐日外国大使らも多数参加した昨
年の「国際森林デー」イベント

（公益社団法人国土緑化推進機構、公益財団
法人森林文化協会、公益財団法人オイスカ、
特定非営利活動法人樹木・環境ネットワー
ク協会、林野庁）

地球の緑を大切に
と東京からも発信

にしお岡の山
伊藤貞幸駅長

　地元生産農家の新鮮な産直野菜を中心

愛知県西尾市小島町岡ノ山 105-57
国道 23 号　TEL.0563-55-5821

に、日本有数の漁獲高、生産量を誇るウナギやアサ
リ、せんべい、抹茶、薔薇、カーネーションの販売
に力を入れています。当駅オリジナル商品、特産品
を活かした加工品を取り揃え、西尾の名産品に拘っ
た各種イベントも随時展開中です。

やちよ
吉岡一男 K・I・T 運営会代表理事

　開駅18年目、千葉県で3番目に出来

千葉県八千代市米本 4905- １
国道 16 号　Tel.047-488-6711

た老舗の道の駅です。東京から30㌔ですが、田園
風景が目にやさしく、新鮮で安価な野菜がたくさ
んあることを取り柄にしています。地元酪農家が
作ったアイスクリーム屋さんや、地元産野菜をふ
んだんに巧みに活用したレストランが好評です。

ゆめランド布野
廣田幸男駅長

　広島県と島根県境に位置し緑豊かな

広島県三次市布野町下布野 661-1
国道 54 号　TEL.0824-54-2929

自然に恵まれた道の駅。山菜等季節の野菜や加工
品を販売する市場では地元産生乳と季節の野菜、
果物を使ったジェラートアイスを製造販売し、レ
ストランでは地元野菜のふるさと惣菜バイキン
グ、町内で飼育されたダチョウ肉料理も好評です。

　
毎
年
３
月
21
日
は
「
国
際
森
林
デ
ー
」
で
す
。

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
森
林
は
き
わ
め
て
貴
重
で
重

要
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
森
林
や
樹
木
を
守
り
育

て
る
活
動
を
積
極
的
に
し
よ
う
と
、
２
０
１
２
年

の
国
連
総
会
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
こ
の
日
、
東
京
都
「
海
の
森
」（
江

東
区
青
海
３
丁
目
地
先
）
で
、「
国
連
森
林
デ
ー

２
０
１
５
」
～
国
際
交
流
と
海
の
森
植
樹
～
と
名

付
け
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
公
園
は
、〝
海
か
ら
都
心
に
向
か
う（
緑
の
）

海
の
道
を
創
ろ
う
〟
と
都
で
整
備
中
の
と
こ
ろ
。

ふ
だ
ん
は
立
ち
入
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
日
は
り

ん
か
い
線
東
京
テ
レ
ポ
ー
ト
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
が
運
行
さ
れ
、
希
望
す
る
一
般
市
民
の
ほ
か
駐

日
外
国
大
使
を
含
む
国
際
機
関
職
員
と
家
族
、
留

学
生
ら
が
た
く
さ
ん
参
加
予
定
で
す
。

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
踊
り
な
ど
の
後
に
約
２
５

０
０
本
の
植
樹
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
実
行
委
員
会
事
務
局
（
03
・
５
５
４
０
・
７

６
８
６
）。

約
２
５
０
０
本
植
樹

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

国際森林デー2015中央行事
海の森植樹イベント実行委員会
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私
は
、
主
と
し
て
社
会
人
を
対

象
に
「
建
設
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
」
の

講
義
を
行
っ
て
い
る
が
、
聴
講
生

か
ら
「
建
設
ビ
ジ
ネ
ス
は
他
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
と
異
な
り
、
事
業
実
施

の
合
意
形
成
に
長
時
間
を
要
し
、

設
計
、
用
地
買
収
、
施
工
、
管
理
、

運
営
に
至
る
ま
で
事
業
関
係
者
も

多
く
、
理
解
に
根
気
が
要
る
」
と

の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
講

義
を
終
え
た
後
は
経
済
社
会
に
と

っ
て
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
、
悪
い
イ

メ
ー
ジ
払
拭
に
は
分
か
り
易
い
丁

寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
、

東
京
一
極
集
中
を
避
け
地
方
が
消

滅
し
な
い
様
に
す
る
た
め
、「
地

方
創
生
」
が
現
下
の
最
重
要
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
幾
多

の
地
域
活
性
化
策
が
実
施
さ
れ
て

き
た
に
も
拘
ら
ず
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
な
い
。

　
「
地
方
創
生
」
は
「
地
域
再
生
」

と
は
異
な
り
広
範
な
政
策
で
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
上
で
な
く
「
地
方

が
主
体
、国
は
支
援
」
を
基
本
に
、

防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強

靭
化
計
画
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

「
道
の
駅
」
の
様
に
地
域
資
源
や

人
材
を
活
用
し
た
「
地
産
地
消
」

の
発
想
に
基
づ
く
、
長
期
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　
製
品
が
移
動
可
能
で
あ
り
、
労

働
賃
金
の
安
い
地
域
に
拠
点
を
置

か
ざ
る
を
得
な
い
工
業
や
Ｉ
Ｔ
等

の
ハ
イ
テ
ク
産
業
は
、
あ
ま
ね
く

は
地
方
の
雇
用
を
期
待
で
き
な

い
。「
地
産
地
消
」
産
業
、
サ
ー

ビ
ス
産
業
が
然
る
べ
く
雇
用
を
担

う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
、

防
災
・
減
災
の
他
、
被
災
し
た
際

の
迅
速
な
初
動
活
動
や
復
旧
・
復

興
等
の
安
全
・
安
心
と
と
も
に
、

地
方
の
雇
用
・
経
済
、「
ひ
と
・

ま
ち
・
し
ご
と
」
を
セ
ッ
ト
で
創

生
し
得
る
の
は
、
建
設
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
。

　
建
設
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
で
は
持
続

で
き
な
い
場
合
は
、
既
に
地
方
建

設
業
者
の
「
建
設
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
」
が
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る

農
林
水
産
業
や
介
護
等
社
会
福
祉

産
業
と
の
連
携
が
望
ま
れ
る
。

　
「
地
方
創
生
」
に
資
す
る
建
設

ビ
ジ
ネ
ス
に
期
待
し
た
い
。
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「
地
方
創
生
」
に
資
す
る
建
設
ビ
ジ
ネ
ス

ふ
る
さ
と
納
税
と
民
主
主
義

　地方
創
生
と
い
う
名
の
下
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

都
道
府
県
や
市
町
村
に
寄
付
す
る

と
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
一
定
限
度
額
ま
で
所
得

税
と
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
制
度

で
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
。
こ

の
仕
組
み
は
都
市
と
地
方
の
税
収

格
差
を
是
正
し
、
国
か
ら
地
方
へ

の
地
方
交
付
税
の
削
減
を
目
的
と

し
て
い
た
。

　
寄
付
者
は
寄
付
金
の
殆
ど
が
確

定
申
告
で
控
除
さ
れ
、
寄
付
金
額

に
応
じ
て
故
郷
の
農
産
品
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
金
銭
的

に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
。
地

方
自
治
体
は
寄
付
行
為
の
対
価
と

し
て
農
産
品
を
寄
付
者
に
送
る
。

寄
付
金
と
農
産
物
の
原
価
と
の
差

額
は
地
方
自
治
体
の
収
入
に
な

る
。
地
方
自
治
体
も
寄
付
者
も
、

農
産
物
の
生
産
者
も
儲
か
る
「
三

方
一
両
の
得
」
の
構
図
で
あ
る
。

「
道
の
駅
」
で
も
、
地
元
の
特
産

品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
返
り
に

送
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　
し
か
し
、
私
は
や
や
疑
問
に
思

う
。
故
郷
か
ら
都
市
に
移
っ
て
暮

ら
す
人
々
の
愛
郷
心
を
活
用
し
た

制
度
だ
が
、
必
ず
し
も
地
方
自
治

体
の
税
収
不
足
を
補
う
も
の
に
は

な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

寄
付
行
為
は
本
来
、
対
象
と
な
る

行
為
に
賛
同
し
た
結
果
な
さ
れ
る

も
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
都
市

住
民
の
愛
郷
心
を
利
用
し
た
、
極

論
す
れ
ば
欺
瞞
的
行
為
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
地
方
自
治

体
に
よ
っ
て
は
取
り
組
み
内
容
を

明
示
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
賛
同

し
て
も
ら
い
、
取
り
組
み
を
実
現

す
る
た
め
寄
付
金
を
活
用
す
る
、

本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。　

だ
が
、
全
体
的
に
は
故
郷
の
特

産
品
を
目
玉
に
し
た
目
く
ら
ま
し

的
行
為
に
し
か
見
え
な
い
と
こ
ろ

が
多
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
情
勢
下
で
「
地
方

創
生
」
と
い
う
名
の
下
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
増
や
す
た
め
、
確
定

申
告
を
し
な
く
て
も
税
金
が
控
除

さ
れ
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
本
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
目
的

税
の
一
つ
だ
。
現
在
の
民
主
主
義

の
下
で
の
税
の
仕
組
み
は
中
央
集

権
的
で
、
い
っ
た
ん
中
央
に
税
金

が
集
め
ら
れ
、
使
途
に
つ
い
て
は

選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治
家
と
官
僚

が
決
め
て
い
る
。
国
民
の
多
く
が

必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
使
途
は
望

ま
な
く
と
も
、
例
え
ば
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
目
的
に
防
衛
費
は

増
額
さ
れ
、
年
金
は
減
額
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
税
金
の
使
途
を
す
べ
て
政
治
家

に
一
任
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の

に
、
代
議
制
と
い
う
民
主
主
義
の

仕
組
み
の
下
で
正
当
化
さ
れ
て
い

る
。
戦
後
70
年
の
総
括
が
叫
ば
れ

て
い
る
昨
今
、
こ
の
国
の
民
主
主

義
は
何
処
に
行
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
。　

国
民
に
は
無
力
感
が
残
り
、
民

主
主
義
の
最
後
の
砦
と
言
わ
れ
る

選
挙
に
も
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
事
の
本
質
は
、
戦
後
レ
ジ

ー
ム
か
ら
の
脱
却
や
憲
法
改
正
を

目
指
す
動
き
に
は
無
い
。

　
ゴ
ミ
の
分
別
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
な
ど
今
は
当
然
の

環
境
対
策
も
、
20
年
前
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ゴ
ミ
は
ご

ち
ゃ
混
ぜ
に
廃
棄
物
と
し
て
捨
て
ら
れ
、
燃
や
し
た
り

埋
め
た
り
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
は
電
気
と
併
用
で
燃
費

が
良
く
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
少
な
い
が
、
開
発
当
時

は
高
嶺
の
花
。
昨
今
は
日
常
生
活
で
ゴ
ミ
は
分
別
し
資

源
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
は
、
技

術
開
発
や
特
別
減
税
で
大
衆
車
に
な
っ
た
。

　
環
境
問
題
は
解
決
す
べ
き
課
題
と
分
か
っ
て
も
、
シ

ス
テ
ム
不
備
や
高
コ
ス
ト
で
な
か
な
か
対
策
が
取
れ
な

か
っ
た
。
環
境
対
策
は
あ
く
ま
で
外
付
け
で
、
地
球
温

暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
枯
渇
に
対
し
て
社
会
が

危
機
意
識
を
持
ち
、
法
制
化
や
国
民
の
自
覚
が
高
ま
っ

た
こ
と
で
日
常
生
活
に
溶
け
込
み
、
本
体
へ
内
部
化
し

て
い
っ
た
。
環
境
対
策
を
内
部
化
し
た
組
織
や
企
業
は

社
会
的
に
評
価
さ
れ
、
生
産
価
値
が
上
が
り
利
益
も
向

上
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
対
策
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
行

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
は
地
元
産
野
菜
詰
め
合
わ
せ
な
ど
が
送
ら
れ
る

今こそ防災の日常化や内部化を
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わ
れ
て
い
る
災
害
対
策
を
考
え
て
み
る
。
災
害
対
策
も

環
境
対
策
と
同
様
、
日
本
人
が
自
然
と
折
り
合
っ
て
生

き
て
い
く
た
め
の
重
要
な
術
だ
。
し
か
し
、
防
災
費
用

は
現
時
点
で
の
採
算
性
や
効
率
性
を
上
げ
る
訳
で
は
な

く
、
通
常
別
枠
で
計
上
さ
れ
る
。
最
近
は
東
日
本
大
震

災
の
た
め
社
会
の
関
心
が
高
く
、
防
災
予
算
は
優
遇
さ

れ
別
枠
だ
が
、
数
十
年
後
も
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
「
禍
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」。

　
社
会
の
要
請
は
多
様
で
、
偶
発
的
な
災
害
対
策
の
優

先
度
は
決
し
て
高
く
な
く
、
即
効
性
の
高
い
日
常
的
な

要
請
が
優
先
さ
れ
る
が
、
環
境
対
策
が
そ
う
だ
っ
た
よ

う
に
、
災
害
対
策
も
日
常
化
や
内
部
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
突
如
災
害
が
発
生
し
て
も
、

防
災
意
識
が
生
活
や
市
場
の
な
か
に
刷
り
込
ま
れ
た
人

々
や
組
織
は
、
日
常
的
な
行
動
と
し
て
振
る
舞
い
、
自

助
や
共
助
意
識
も
高
ま
る
。
防
災
費
用
が
内
部
化
さ
れ

る
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
技
術
開
発
に
よ
り
、
防
護
機
能

を
有
す
る
施
設
は
市
場
化
さ
れ
強
靱
美
を
放
つ
。

　
防
災
の
日
常
化
や
内
部
化
は
、
環
境
対
策
同
様
に
国

民
や
市
場
に
受
容
さ
れ
、
制
度
設
計
や
技
術
者
の
創
意

工
夫
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
津
波
や
高
潮
災
害
を

受
け
る
海
洋
国
日
本
に
必
須
で
、
東
日
本
大
震
災
後
の

復
旧
工
事
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
へ
の
対
策
が

進
む
今
こ
そ
、
タ
イ
ム
リ
ー
だ
と
思
う
。（
一
般
財
団

法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　
八
尋
明
彦
）
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自
尊
心
の
希
薄
な
国
民
に

　
戦
後
の
総
括
で
は
な
く
、
明
治

維
新
以
降
に
日
本
が
目
指
し
て
き

た
近
代
国
家
の
あ
り
方
か
ら
総
括

し
な
い
と
、
問
題
の
本
質
は
見
え

て
こ
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
明
治
維
新
政
府
が
目
指
し
た
近

代
国
家
は
、
国
民
の
代
表
機
関
で

あ
る
議
会
制
度
や
統
一
的
に
組
織

さ
れ
た
行
政
制
度
、
合
理
的
法
体

系
に
基
づ
く
司
法
制
度
、
国
民
的

基
盤
に
立
つ
常
備
軍
等
が
整
備
さ

れ
、
中
央
集
権
的
統
治
機
構
を
も

つ
国
家
だ
。
大
日
本
帝
国
憲
法
が

制
定
さ
れ
代
議
制
民
主
主
義
が
実

現
し
、
西
洋
技
術
の
導
入
で
産
業

革
命
は
起
こ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
本
は
敗
戦
に
よ
っ

て
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
普

通
選
挙
に
よ
る
代
議
制
民
主
主
義

が
行
わ
れ
、
経
済
成
長
が
実
現

し
、
憲
法
９
条
が
実
現
し
た
。
だ

が
、
国
の
統
治
機
構
を
整
備
す
る

だ
け
で
は
近
代
国
家
へ
の
衣
替
え

は
で
き
ず
、
古
神
道
や
仏
教
、
儒

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名をお答え下さい。

a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．今回、当「道の駅」にどなたと一緒にいらっしゃいましたか？

また、ご自分を含めて何人でいらっしゃいましたか？

①一人で 　②家族と (　　人 ) 　③友人と (　　人 ) 　

④仕事仲間と (　　人 ) 　⑤その他 (　人 )

Ｑ３．当「道の駅」までの交通手段と所要時間をお書き下さい。

交通手段：①マイカー ②公共交通機関 ③徒歩 ④その他

　　　　　〔所要時間：　　　　　分〕

Ｑ４．今回、当「道の駅」を訪れた目的をお答え下さい。（複数可）

①観光旅行中 ( 日帰りを含む ) の立ち寄り　②仕事中の立ち寄り

③観光の目的地として　④日常の買い物　⑤当「道の駅」開催イベン

トへの参加　⑥地元の地域交流活動への参加　⑦その他（　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか？（複数可）

　　　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

①職員の対応（　　）②設備（　　　）③地元の人との関わり方

（　　　　　）④販売商品（　　　）⑤その他（　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか？

（複数可）　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

①職員の対応（　　）②設備（　　　）③地元の人との関わり方

（　　　　　）④販売商品（　　　）⑤その他（　　　　　）

Ｑ７．3 月 16 日に国連防災世界会議「道の駅シンポジウム」が開催

されます（本紙 16 面参照）。このシンポジウムにご興味はありますか。

①興味がある　②興味ない　　

「道の駅」についてのアンケート回答用紙
Ｑ１：a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　②（　　人）　③ （　　人） ④ （　　人）⑤（　　人）
Ｑ３：①　②　 ③ ④ 　〔　　　　　　分〕
Ｑ４：①　②　 ③ 　④ 　⑤　⑥　⑦
　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ５：①（                                                　　　　　　　                    ）
　　　②（                                                　　　　　　　                    ）
　　　③（                                                　　　　　　　                    ）
　　　④（                                                　　　　　　　                    ）
　　　⑤（                                                　　　　　　　                    ）
Ｑ６：①（                                                　　　　　　　                    ）
　　　②（                                                　　　　　　　                    ）
　　　③（                                                　　　　　　　                    ）
　　　④（                                                　　　　　　　                    ）
　　　⑤（                                                　　　　　　　                    ）
Ｑ７．　①興味がある　②興味ない　　
フリガナ ：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 27 年４月 30 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

　
今
は
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の

脱
却
で
も
戦
後
70
年
の
総
括
で

も
な
く
、
明
治
維
新
以
降
の
日

本
が
本
来
目
指
し
た
、
近
代
国

家
と
民
主
主
義
の
総
括
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日

本
人
が
当
然
と
思
っ
て
い
る
民

主
主
義
が
、
日
本
の
気
候
風
土

が
育
ん
だ
社
会
の
価
値
観
に
合

致
し
て
い
る
か
、
根
本
的
に
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
う
。

教
の
意
識
を
国
民
は
喪
失
し
て

し
ま
っ
た
。

　
戦
後
70
年
間
、
自
由
と
平
和

と
民
主
主
義
の
名
の
下
で
「
経

済
成
長
」
と
い
う
「
神
話
」
だ

け
を
信
じ
て
き
た
結
果
、
経
済

成
長
が
止
ま
る
と
成
長
神
話
は

崩
壊
し
、
昔
の
日
本
人
が
持
っ

て
い
た
普
通
の
暮
ら
し
方
を

思
い
出
せ
ず
、
自
尊
心
の
希

薄
な
国
民
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

コミュニケーションの場に

株式会社ブリティッシュ・ヒルズ
営業部マネージャー　小林　文樹

　
福
島
県
天
栄
村
に
あ
る
私
ど
も
の

施
設
は
英
語
研
修
施
設
兼
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
と
し
て
、
創
業
21
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
経
営
母
体
は
学
校
法
人

・
佐
野
学
園
（
神
田
外
語
グ
ル
ー
プ
）

で
す
。　

近
く
に
は
風
光
明
媚
な
羽
鳥
湖
が

あ
り
、
道
の
駅
「
羽
鳥
湖
高
原
」
も

営
業
し
て
い
ま
す
。
森
と
湖
の
素
晴

ら
し
い
高
原
で
す
。

　
私
ど
も
の
施
設
の
最
大
の
特
徴

は
、
英
国
の
本
物
の
建
物
で
す
。
荘

園
領
主
の
館
「
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
を

中
心
に
、
各
時
代
様
式
の
建
物
が
並

ん
だ
敷
地
内
は
完
全
な
別
世
界
。
こ

の
施
設
を
利
用
し
て
、
研
修
施
設
と

し
て
は
世
界
へ
羽
ば
た
く
人
材
育
成

の
お
手
伝
い
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と

し
て
は
優
雅
な
雰
囲
気
の
中
で
の
異

文
化
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
道
の
駅

へ
の
期
待
と
い
え
ば
、
や
は
り
ま
ず

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

の
役
割
で
す
。

　
観
光
客
と
地
元
の
方
々
と
の
交
流

に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
か
ら
の
お

客
様
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
最
高
で
す
。

　
地
元
の
天
栄
村
は
「
英
語
の
村

て
ん
え
い
」を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
子
供
た
ち
が
そ
ん
な
道
の

駅
で
外
国
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

■
お
知
ら
せ

　

「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
国
際
交
流
の
体
験
の

場
に
も
な
り
ま
す
。

　
私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
国
際
交

流
の
場
と
し
て
の
道
の
駅
作
り
に

少
し
で
も
お
手
伝
い
出
来
た
ら
、

本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

道の駅への期待

13

大和
小野善隆代表取締役

　一級河川嘉瀬川に隣接する風光明媚

佐賀市大和町梅野 805
国道 263 号　TEL.0952-64-2296

な地です。物産館では、農産物の鮮度を徹底する
ため厳しい出荷基準を設けて品質管理に努めてい
ます。秋冬の気候から干し柿のおいしいところと
して知られ、干し柿ようかん、干し柿ソフト、凍
眠柿、干し柿ドレッシングなどが人気です。

みさわ
伊藤清行駅長

　斗南藩記念観光村の一角にあり、460

青森県三沢市谷地頭４-298-652
県道 170 号　TEL.0176-59-2711

台の駐車場はドライバーのオアシスになっていま
す。夏場は遊覧馬車やパターゴルフ場などで遊べ、
近くの小川原湖で捕れるシジミ貝を使ったシジミ
ラーメンやオリジナルバーガーが超人気です。青
森リンゴを使ったお土産品も豊富にあります。

ソレーネ周南
江本伸二駅長

　山陽自動車道徳山西ＩＣから 1 分の

山口県周南市戸田 2713
国道 2号　TEL.0834-83-3303

ところにあり、利用者の便のためコンビニを併設
し、地元の農水産物を取りそろえた産直コーナー
も 24 時間営業です。漁師の直売所では瀬戸内の
新鮮な魚を、農家の直売所では新鮮野菜の他、地
元特産の自然薯、ごぼうなどを販売しています。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
す
ば
ら
し
い
三
陸

　
６
年
ぶ
り
に
東
北
の
旅
。
震
災

跡
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
岩
手
の
道

の
駅
「
く
じ
」
が
平
日
も
す
ご
い

賑
わ
い
で
活
気
が
あ
り
、
ほ
っ
と

安
心
で
し
た
。「
三
陸
沿
岸
道
路
」

の
幕
を
フ
ロ
ン
ト
に
付
け
た
ト

ラ
ッ
ク
と
す
れ
違
い
ま
し
た
。
工

事
の
砂
利
な
ど
を
運
び
、
今
ま
さ

に
復
興
の
最
中
な
の
だ
！

　
「
た

ろ
う
」
の
道
の
駅
で
車
中
泊
し
ま

し
た
が
、
朝
８
時
に
な
る
と
一
斉

に
動
き
始
め
、
道
の
駅
が
復
興
の

拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
北
山
崎
、
三
王
園

地
、
浄
土
ヶ
浜
な
ど
の
絶
景
も
堪

能
し
、
三
陸
海
岸
は
や
は
り
す
ば

ら
し
い
！
（
北
海
道
帯
広
市

　
主

婦
・
62
歳
）

☆
い
つ
か
九
州
一
周

　
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
が
紙
面
の

下
に
ず
ら
っ
と
道
の
駅
を
紹
介
し

て
い
る
の
で
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

「
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
」
に
行
っ

て
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。
北
陸
や
高
知
方
面

に
も
行
き
た
い
し
、
い
つ
か
九
州

を
車
で
一
周
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
新
し
く
登
録
さ
れ
た
駅
も

知
り
た
い
し
、
地
の
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
た
い
し
、
あ
れ
こ
れ
勉

強
し
て
い
る
の
で
す
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
実
現
す
る
の
か
な
あ
…

…
。（
東
京
都
足
立
区

　
会
社
員

男
性
・
29
歳
）

☆
道
の
駅
に
愛･

感
謝

　
私
は
病
気
で
普
段
は
な
か
な
か

外
に
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

週
末
に
な
る
と
両
親
が
温
泉
や
道

の
駅
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま

す
。
道
の
駅
で
地
元
の
人
と
ふ
れ

あ
っ
た
り
、
元
気
な
野
菜
や
特
産

品
な
ど
に
心
も
体
も
楽
し
ん
だ
り

し
て
、
以
前
よ
り
も
明
る
く
元
気

に
な
り
ま
し
た
!! 
道
の
駅
が
今
で

は
と
っ
て
も
大
好
き
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
愛
と
感
謝
を
こ
め
て

(^)o(^)

　

（
仙
台
市

　
家
事
手
伝
い
女
性
・

32
歳
）

☆
読
み
ご
た
え
あ
り

　
「
道
21
世
紀
新
聞
」
の
記
事
、

い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま

す
。
道
路
と
同
じ
で
も
の
凄
く
固

い
内
容
な
の
が
読
み
ご
た
え
あ
り

で
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ば
か
り
の
新

聞
に
比
べ
感
心
し
て
い
ま
す
。
考

え
さ
せ
ら
れ
る
記
事
だ
か
ら
、
手

が
伸
び
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

ね
。（
秋
田
県
湯
沢
市

　
会
社
員

男
性
・
52
歳
）

☆
家
族
が
ま
と
ま
る

　
月
１
回
家
族
で
道
の
駅
め
ぐ
り

に
出
か
け
る
の
が
大
好
き
で
す
。

ス
タ
ン
プ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
持
っ
て
関

東
、
関
西
、
東
北
と
か
な
り
行
き

ま
し
た
。
道
の
駅
に
行
く
た
め
仕

事
を
し
て
、
家
族
が
ま
と
ま
り
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
山
梨
県
笛
吹
市

　
パ
ー
ト

女
性
・
60
歳
）

☆
最
後
は
ま
だ
で
す

　
42
号
に「
最
後
の
？
自
転
車
旅
」

を
投
稿
さ
れ
た
富
山
県
射
水
市
73

歳
の
無
職
女
性
様
へ
。
楽
し
そ
う

で
す
ね
エ
、〝
お
じ
ょ
う
さ
ま
〟。

最
後
な
ん
て
こ
と
な
い
で
す
よ
！

　
私
も
こ
れ
が
最
後
か
な
ァ
と
思

い
な
が
ら
、
す
っ
か
り
チ
ャ
リ
ン

コ
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
北
海
道

の
旅
か
ら
16
年
た
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
北
海
道
は
元
気
、や
る
気
、

勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
旅
の
原
点

な
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
主
人
を

愛
し
な
が
ら
、
す
て
き
な
自
転
車

旅
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。（
新
潟

県
妙
高
市

　
退
職
者
男
性
・
74
歳
）

☆
慰
め
に
野
菜
栽
培

　昔は
空
き
家
が
と
て
も
珍
し

か
っ
た
。
い
ま
は
、
あ
ち
こ
ち
で

無
人
の
家
屋
が
目
立
ち
ま
す
。
田

ん
ぼ
も
同
様
、
放
棄
地
が
珍
し
く

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
だ
か

淋
し
い
。
わ
た
く
し
は
、
手
の
か

か
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、

そ
ら
豆
、
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま

い
も
を
こ
こ
10
年
ほ
ど
、
自
宅
で

毎
年
植
え
育
て
て
い
ま
す
。（
千

葉
県
夷
隅
郡

　発達
相
談
員
女

性
・
79
歳
）

☆
「
道
」
仲
間
で
す
ね

　
「
道
」
が
職
場
な
も
の
で
す
か

ら
、「
道
21
世
紀
新
聞
」
の
名

に
は
お
お
い
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。

じ
っ
く
り
よ
み
ま
し
た
。
観
光
バ

ス
は
最
近
ワ
ン
マ
ン
化
が
す
す
ん

で
、
バ
ス
ガ
イ
ド
は
ほ
ろ
び
ゆ
く

職
業
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。（
滋

賀
県
大
津
市

　バス
ガ
イ
ド
女

性
・
55
歳
）

☆
家
族
の
想
い
出
が

　
お
墓
参
り
の
途
中
で
必
ず
立
ち

寄
る
道
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
の
と
き
か
ら
毎
年
の
こ
と
で

す
が
、
い
つ
来
て
も
野
菜
や
お
花

の
新
鮮
な
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、
家
族

の
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

場
所
で
す
。（
鹿
児
島
市

　
会
社

員
女
性
・
37
歳
）

☆
閉
じ
こ
も
り
脱
出

　
夫
を
亡
く
し
て
３
年
…
。
家
に

こ
も
り
が
ち
な
私
を
変
え
て
く
れ

た
の
は
道
の
駅
め
ぐ
り
で
し
た
。

運
転
、
大
丈
夫
か
な
？

　
と
思
い

ま
し
た
が
、
高
齢
者
講
習
も
パ
ス

し
て
、
一
人
旅
の
楽
し
み
も
沢
山

味
わ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
押
印

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
ま
す
。
３
回

忌
を
機
に
一
歩
前
に
踏
み
出
し
た

自
分
に
ご
ほ
う
美
と
、
時
に
は
温

泉
に
泊
ま
っ
て
翌
日
の
コ
ー
ス
を

検
討
し
た
り
し
て
、
充
実
し
て
い

ま
す
。（
岩
手
県
久
慈
市

　
無
職

女
性
・
73
歳
）

☆
金
原
さ
ん
に
感
動

　
初
め
て
こ
の
新
聞
を
知
り
ま
し

た
。
読
み
ご
た
え
が
有
り
、
隅
々

ま
で
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り

読
み
ま
し
た
。
木
を
植
え
て
き
た

日
本
人
、
金
原
明
善
さ
ん
の
記
事

が
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
す

ば
ら
し
い
人
で
感
動
し
ま
し
た
。

も
っ
と
深
く
知
り
た
く
な
り
ま
し

た
。
と
て
も
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

新
聞
で
、
次
号
も
期
待
し
て
い
ま

す
。（
岡
山
市

　
主
婦
・
50
歳
）

　

☆
管
理
さ
れ
な
い
森

　
「
木
を
植
え
て
き
た
日
本
人
」

の
記
事
が
よ
か
っ
た
で
す
。
私
の

住
む
山
奥
で
は
、
雑
木
よ
り
杉
が

多
く
目
立
ち
ま
す
。
昔
、
杉
や
ヒ

ノ
キ
の
値
段
が
高
か
っ
た
こ
ろ
、

山
の
持
ち
主
が
雑
木
を
切
り
植
林

し
た
の
で
す
が
、
今
は
、
木
も
売

れ
な
く
な
っ
て
人
も
い
な
く
な

り
、管
理
さ
え
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

山
の
動
物
は
食
べ
物
を
失
い
、
人

里
に
出
て
人
間
と
同
じ
田
畑
の
も

の
を
食
べ
て
い
ま
す
。
無
計
画
な

植
林
の
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
て
い

る
の
で
す
。（
和
歌
山
県
西
牟
婁

郡

　
農
業
女
性
・
55
歳
）

☆
食
べ
る
場
考
え
て

　
道
の
駅
に
は
た
く
さ
ん
お
い
し

い
も
の
が
揃
っ
て
い
て
、
立
ち
寄

る
楽
し
み
の
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
。
ア
ツ
ア
ツ
の
も
の
を
す
ぐ

に
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
テ
ー
ブ

ル
、
い
す
な
ど
自
由
に
使
え
る
ス

ペ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ

も
か
な
り
あ
り
、
車
中
で
食
べ

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
味

わ
い
た
い
の
に
残
念
。
飲
食
物
を

販
売
す
る
の
な
ら
、
ど
こ
で
食
べ

る
か
セ
ッ
ト
で
考
え
て
く
だ
さ

い
。（
熊
本
市

　会社
員
男
性
・

40
歳
）

☆
見
守
る
多
く
の
目

　
先
日
、
新
潟
県
の
道
の
駅
「
み

つ
ま
た
」
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

少
し
足
の
不
自
由
な
主
人
が
、
身

体
障
害
者
用
の
駐
車
場
に
ス
ム
ー

ズ
に
駐
車
で
き
ま
し
た
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
１
台
で
し
た
が
、
屋
根

が
あ
っ
て
多
く
の
方
が
み
て
い
て

く
れ
る
駐
車
場
で
し
た
。
健
常
者

に
は
ち
ょ
っ
と
止
め
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
駐
車
場
が
も
っ
と
ふ
え
て
く
れ

れ
ば
と
て
も
助
か
る
と
思
い
ま
し

た
。（
埼
玉
県
行
田
市

　主婦
・

50
歳
）

☆
お
も
て
な
し
電
飾

福
島
県
二
本
松
市
の
道
の
駅
「
安

達
」
で
Ｐ
Ｍ
５
：
00
に
な
っ
た
直

後
、
美
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
！

　
３
歳
の
孫
が
大
喜
び

し
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世

界
に
、
私
も
感
動
で
し
た
。（
福

島
県
伊
達
市

　
主
婦
・
60
歳
）

　
時ト

キ

時ト
キ

の

　
花
は
咲
け
ど
も

　
何ナ

ニ

す
れ
ぞ

　
　
　
母
と
ふ
花
の

　
咲
き
出デ

来コ

ず
け
む

 

（
万
葉
集
・
巻
二
〇
・
四
三
二
三
番
）

四
季
に
応
じ
て
沢た

く

山さ
ん

の
花
が
咲
く
が
、
ど
う
し
て
母
と
い
う
花
が

咲
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
花
が
あ
れ
ば
、
私
の
心
は
慰

な
ぐ
さ

　
私
の
着
物
の
裾
を
し
っ
か
り

捕と
ら

え
て
、
泣
い
て
い
る
子
供
た

ち
を
、
振
り
払
っ
て
来
て
し

ま
っ
た
ナ
ア
。
子
た
ち
を
世

話
す
る
母
親
が
居
な
い
の
に

…
…
。　

国
造･

小
県
郡
・
他ヲ

田サ
ダ

ノ
舎

人
大
島
の
作
。防
人
と
し
て
門
出
す
る
父
に
、‘
征（
ゆ
）く
な
!!
と
、

号ご
う

泣き
ゅ
う
す
る
子
供
た
ち
に
鬼
の
心
で
離
別
し
た
父
親
の
悲
哀
歌
。

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

　
　
　
　
×

　
布フ

多タ

富ホ

我ガ

美ミ

　
悪ア

し
け
人
な
り

　
阿ア

多タ

由ユ

麻マ

比ヒ

　
我
が
す
る
時

に

　
防
人
に
さ
す
（
四
三
八
二
番
）

　
下し

も

野つ
け

の
国
守
は
、心
根
の
悪
い
人
だ
。
私
が
ひ
ど
い
物も

の

忌い

み（
急

病
）
で
、
籠こ

も

っ
て
い
る
の
に
、
防
人
に
任
命
す
る
の
だ
!!

　
那
須
郡
・
上
丁
・
大
伴
部
広
成
の
作
。布
多
＝
国
府
の
所
在
地
名
。

富
我
美
＝
太
守
、長
官
。
阿
多=

急
な
、は
な
は
だ
し
い
。
不
快
な
。

由
麻
比
＝
病
気
、
や
ま
い
。
さ
す
＝
任
命
、
指
名
。
宮
殿
の
衛
士

や
防
人
は
、
国
守
が
任
命
し
た
。

　
問
答
無
用
の
召
集
令
状
を
宿
命
と
し
て
受
け
入
れ
る
防
人
が
多

い
な
か
、
こ
の
歌
は
、
不
平
不
満
の
意
を
表
示
す
る
。
非
常
に
珍

し
い
一
首
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
防
人
歌
は
、
大
伴
家
持
が
取
捨
選
択
し
て
い
る
の
で
、

共
感･

共
鳴
を
得
て
い
る
歌
と
解
す
。

 

（
万
葉
研
究
家
）

　
防
人
の
歌
三
首

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
に
ナ
ア
（
別
れ
て
久
し
い
母
よ
!!
あ
あ
、
な
つ

か
し
い
お
っ
か
さ
ん
、
逢
い
た
い
よ
―
―
）。

　
防さ

き

人も
り

・
山
名
郡
・
丈
部
真
麻
呂
の
作
。
遠
い
故
郷
に
居
る
慈
母

へ
の
慕
情
を
、
季
節
毎ご

と

に
咲
く
花
に
縋す

が

り
求
め
る
素
朴
な
純
真
さ

は
、
何
と
も
痛
切
だ
。

　
　
　
　
×

　
　
　
　

 

×

　
　
　
　
×

　
韓カ

ラ
コ
ロ
モ衣

　
裾ス

ソ

に
取
り
つ
き

　
泣
く
子
ら
を

　
置
き
て
ぞ
来キ

ぬ
や

　

母オ
モ

な
し
に
し
て
（
四
四
〇
一
番
）

天城越え
山口等駅長

　豊かな原生林を生かした自然休養林

静岡県伊豆市湯ヶ島 892-6
国道 414 号　TEL.0558-85-1110

内の駅。中核施設「昭和の森会館」に森の情報館、
伊豆近代文学博物館（川端康成・井上靖他）があ
り、天城グリーンガーデン（シャクナゲ・山野草）
や天城ビジターセンター（ジオパーク）など施設
が充実している。わさびソフトが人気。

田沢
佐藤健一駅長

　古民家利用の道の駅で、どこかの田

山形県米沢市入田沢 573-19
国道 121 号　Tel.0238-31-2753

舎のような懐かしい、気取らない雰囲気です。お
ススメは地元産玄そばを使った手打ち蕎麦、春か
らは米沢ならでのウコギてんぷらや山菜を盛り込
んだ天ぷらそば。お土産も特産の牛肉加工品・り
んご・鯉のうま煮や農産物を取り揃えています。

パティオ にいがた
円田誠一駅長

　平成16年水害を記憶するため建設さ

新潟県見附市今町 1-3358
主要地方道見附中之島線　TEL.0258-94-6211

れた広大な防災公園内にある駅。災害時の避難・
救援拠点となるほか、スポーツ公園、キャンプ場、
レンタサイクル場、ＥＶ充電器、展望台など多彩
な機能を備え、農産物直売所とレストランは地元
産品による「健幸」をモットーにしている。

2015 年（平成27 年）３月 第43号

　
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
小
さ
な
拠
点
と

し
て
、
道
の
駅
へ
の
注
目

が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
６
つ
の

全
国
モ
デ
ル
道
の
駅
と
35

の
重
点
道
の
駅
が
選
定
さ

れ
、
道
の
駅
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
の
応
援
が
国
土
交
通
省
の
施
策
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。
１
９
７
３
年
に
１
０
３
の
駅
か
ら
始

ま
っ
た
道
の
駅
は
現
在
全
国
で
１
０
４
０
駅
と
大
き

く
成
長
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
そ
の
も
の
が
大
き

な
成
果
で
し
ょ
う
し
、
販
売
額
の
総
額
が
全
国
で
２

０
０
０
億
円
を
超
え
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
数
あ
る
成
果
の
中
で
最
大

の
も
の
は
、道
の
駅
を
運
営
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に
、

自
信
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
の
農
産
品
や
特
産
品
を
販
売
し
、
地
域
の
所

得
向
上
と
雇
用
創
出
に
貢
献
す
る
。
こ
れ
が
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
お
母
さ
ん
達
が
実
証
し

た
こ
と
で
す
。
過
信
は
禁
物
で
す
が
、
こ
の
自
信
と

勢
い
で
、
こ
れ
ま
で
少
し
弱
い
と
さ
れ
て
い
た
地
域

へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
む
観

光
の
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅
、
地
域
の
福
祉
や
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅
へ
の
展
開
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
今
回
、
応
募
さ
れ
た

各
駅
か
ら
の
申
請
書
に
は
こ
の
こ
と
が
充
ち
満
ち
て

い
ま
し
た
。道
の
駅
有
識
者
懇
談
会
の
座
長
と
し
て
、

ま
た
道
の
駅
全
国
連
絡
会
の
事
務
局
を
務
め
て
い
る

日
本
み
ち
研
究
所
の
理
事
長
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
道
の
駅
の
地
域
貢

献
、
地
方
創
生
へ
の
歩
み
を
加
速
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

筑
波
大
学
社
会
工
学
域
教
授

日
本
み
ち
研
究
所
理
事
長

石
田
東
生

第
２
ス
テ
ー
ジ

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

★
12
星
座
別
「
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
の
ア
ロ
マ
」
を

12
人
に
。

　
フ
ラ
ン
ス
直
輸
入
ピ

ュ
ア
ナ
チ
ュ
ラ
ル
の
オ

イ
ル
を
使
用
し
、
占
星

術
に
対
応
し
た
12
星
座

を
選
べ
る
ア
ロ
マ
。
付

属
の
試
香
紙
を
使
っ
て

香
り
の
お
守
り
と
し
て

持
ち
歩
く
こ
と
も
で
き

る
。
ご
希
望
の
星
座
名

を
付
記
し
て
申
し
込
み

を
。

★
道
の
駅
「
加
子
母
」
で
人
気
の
新

商
品
「
と
ま
と
せ
ん
べ
い
」
を
10
人

に
。

　
岐
阜
県
中
津
川
市
加
子
母
の
特

産
、
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
中
嶋
農

法
ミ
ネ
ラ
ル
ト
マ
ト
を
生
地
に
練
り

込
ん
だ
せ
ん
べ
い
。
ト
マ
ト
臭
が
な

く
、
さ
っ
ぱ
り
酸
味
と
程
よ
く
塩
味

が
き
い
て
、サ
ク
サ
ク
食
べ
や
す
い
。

提供：（株）me2me
� mail:me2mechinosatoyama@outlook.jp

提供：　道の駅「加子母」
� http://kashimozanmai.com

問題作成　寺崎美保子　
http://zeropage.jp

　クロスワード　人と道パスル
★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　
待
て
ば
○
○
○
の
日
和
あ
り

２

　
２
つ
で
林
、
３
つ
で
？

３

　
賞
を
取
る
前
に
、
ま
ず
は
推
薦
…
狙
い
ま

　
　

す

４

　
○
○
○
の
顔
も
三
度
ま
で

５

　
奈
良
で
お
馴
染
み
の
果
物
で
す

６

　
春
の
大
型
連
休
、
○
○
○
○
○
ウ
ィ
ー
ク

８

　
「
躑
躅
」
何
と
読
む
？

11

　
悪
い
こ
と
す
る
と
コ
レ
が
当
た
る
か
ら
気

　
　

を
つ
け
て

13

　
あ
っ
と
い
う
間
だ
ね
？

15

　
米
山
牛
、
将
棋
の
駒
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

17

　
ル
だ
っ
け
ロ
だ
っ
け
…
？
？
？

19

　
自
動
車
の
上
に
あ
る
窓

21

　
火
消
し
の
し
る
し

22

　
友
を
呼
ぶ

24

　
発
展
の
○
○
○
を
た
ど
る

26

　
明
日
か
ら
見
れ
ば
今
日
は
？

28

　
人
ご
み
で
は
コ
レ
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を

　
　

つ
け
て

30

　
大
空
を
羽
ば
た
い
て
い
ま
す

１　ショッピング
４　授業が終わった後の時間
７　制限あります
９　ルーム、ホルダー、ボード
10　ラバは馬とコレの仔
12　○○○○教師…指導もアツい
14　電子マネーは事前のコレが必要
16　カナダから連想する葉といえば？
18　注目の○○
19　ラーメンや厄除け大師でお馴染み、栃木
　　の地
20　観たい番組をＤＶＤに○○○する
21　クルクル〜
23　作品についています
25　ブレス。すって〜はいて〜
27　イク○○は、イクメンや働く子育てママ
　　の頼りです
29　Twitter で見かける「つぶやき」といえば？
31　優秀です
32　⇔優良

　
あ
の
巨
大
津
波
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
そ
の
愕
然
と

す
る
被
災
下
で
道
の
駅
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
宮
城

県
北
東
部
の
六
つ
の
道
の
駅
の
活
躍
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

だ
。

　
第
一
部
、
石
巻
市
に
あ
る
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」（
じ
ょ
う
ぼ

ん
の
さ
と
）
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
の
あ
り
方
に

大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
こ
の
道
の
駅
は
国
道
45
号
線
沿
い
の
内
陸
部
に
立
地
し
最
新
耐

震
設
計
の
建
物
だ
っ
た
か
ら
被
害
は
最
小
に
と
ど
ま
り
、
震
災
直

後
続
々
と
車
が
避
難
し
て
く
る
。

　
「
太
陽
光
発
電
に
よ
る
情
報
提
供
施
設
の
照
明
、
駐
車
場
の
外

灯
の
明
か
り
を
頼
り
に
車
を
走
ら
せ
き
た
」
人
達
だ
。
そ
の
文
明

の
明
か
り
は
、
逃
げ
惑
う
人
々
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
心
強
く
感
じ

ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
ト
イ
レ
が
あ
り
、
飲
料
水
が

あ
り
、
食
べ
物
が
あ
る
。
世
話
し
て
く
れ
る
人
（
ス
タ
ッ
フ
）
が

い
る
。　

さ
ら
に
、
レ
ジ
が
使
え
な
く
な
る
中
、
手
清
算
作
業
で
直
売
所

や
コ
ン
ビ
ニ
を
明
け
続
け
た
。
付
属
す
る
温
泉
保
養
施
設
は
震
災

か
ら
13
日
後
に
再
開
し
、
震
災
の
日
以
来
お
風
呂
に
入
れ
な
か
っ

た
被
災
者
に
喜
ば
れ
た
。

　
真
骨
頂
は
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
後
に
発

揮
さ
れ
て
い
く
。
避
難
所
な
ど
で
無
料
の
食
糧
供
給
や
炊
き
出
し

が
行
わ
れ
る
が
、
家
族
を
失
い
、
家
を
根
こ
そ
ぎ
流
さ
れ
た
被
災

者
た
ち
が
あ
ふ
れ
る
避
難
所
の
炊
き
出
し
に
行
き
難
い
被
災
者
も

い
る
。
家
や
家
族
は
無
事
だ
っ
た
け
ど
、と
い
う
大
勢
の
人
達
だ
。

こ
う
し
た
被
災
者
に
と
っ
て
は
、
道
の
駅
の
無
休
の
営
業
活
動
は

ど
ん
な
に
強
い
味
方
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
部
は
、
宮
城
県
北
の
石
巻
，
登
米
、
気
仙
沼
の
三
市
に
あ

る
六
つ
の
道
の
駅
の
震
災
対
応
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
し

て
第
三
部
で
は
、
道
の
駅
ど
う
し
の
復
興
連
携
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
、
筆
者
は
「
道
の
駅
は
こ
こ
ま

で
成
長
し
た
か
」
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
道
の
駅

と
い
う
事
業
体
は
、
行
政
が
設
立
を
企
図
・
実
践
し
、
民
間
が
委

託
や
指
定
管
理
な
ど
に
よ
り
経
営
す
る
の
が
一
般
的
。
常
に
地
域

の
た
め
に
、
社
会
の
た
め
に
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
い
わ

ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
こ
の
リ
ポ
ー
ト
は
そ
う
し
た
道
の
駅
の
あ
り
方
を

示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。�

（
花
信
風
子
）

42 号の正解は
「チホウソウセイ」

「支援紡ぐ道の駅
~震災から再生へ
宮城６駅の挑戦」
鈴木孝也著
三陸河北新報社

応
募
方
法

　プレゼントは希望品名、クロスワードは答えを
ABC 順に、それぞれ１枚のハガキに別々に書いて
ください。整理の都合上、プレゼント、パズルの応
募を一緒に書くと、無効になります。いずれも下記
の項目を必ず記入してください。①氏名②郵便番号・
住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新
聞の入手場所⑨今号で関心を持った記事⑩感想・意
見。送り先は、〒 102-0075�東京都千代田区三番町
7-1�朝日三番町プラザ�NPO 法人�人と道研究会。４
月 30 日必着。発送を発表にかえさせていただきま
す。個人情報は当 NPO が厳重管理し、応募作業及
び NPO からのご案内以外の目的には使用しません。

三笠
小林和男駅長

　日本一のアンモナイト発掘量を誇る化

北海道三笠市岡山 1056-1
国道 12 号　TEL 01267-2-5775

石のまち、北海道認定第1号の駅。ラーメン店や
特産品の販売、地元野菜や軽食の店が並ぶ「食の蔵」
では、牧場ソフトクリームや夏季限定の八列とう
もろこしが人気です。巨大水車がシンボルの「農
の館」やパークゴルフ場、天然温泉が隣接。

シルクのまち かや
山添藤真駅長

　米の食味ランキングで「特 A」評価

京都府与謝野町滝 98
国道 176 号　TEL.0772-43-0390

を受ける当地ブランド米「京の豆っこ米」、毎朝
入荷する地元農家の新鮮野菜、丹後ちりめん産
地ならではのシルク製品など、まちの魅力いっ
ぱいの産品を揃えています。海の京都・与謝野
町にお越しの際はぜひお立ち寄りください。

八王子滝山
芥川麻実子駅長

　私たちの道の駅は、東京都でただ「ひ

東京都八王子市滝山町 1-592-2
都道新滝山街道　TEL.042-696-1201

とつ」の道の駅。日本で「ひとつ」の都市型道の
駅。観光型の道の駅とは違い、八王子市民をはじ
めとする近隣の方々に愛されることを目的にして
いる道の駅です。東京一の出荷量を誇る八王子産
の新鮮野菜が、多くのお客さまのお目当て。
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そうま
中澤正邦駅長

　新鮮な海産物、農産物の販売が特色

福島県相馬市日下石字金谷 77-1
国道６号　TEL.0244-37-3938

です。特に、太平洋の松川浦で採れた青のりを使
うソフトが好評です。原発事故以来漁に制限がか
かっていますが、安全・健康の保証された地元も
の販売に全力を挙げ努めています。常磐道の3月
1日全通で、関東圏からの便が大幅向上します。

ゆすはら
松本司支配人

　複合型の施設です。敷地内にはホテ

高知県梼原町太郎川 3799-3
国道 197 号　TEL.0889-65-1100

ル、レストラン、温泉、室内型温水プール、木橋
ギャラリー、産直市、ラダーズイン、キャンプ場、
草スキー場等が建っており、昔の生活様式や自然
について遊びながら学べます。高知 IC・松山 IC・
四万十川全てから90分と抜群のアクセスです。

上野
持田佑店舗責任者

　90％以上山林の大自然の中に、木工

群馬県上野村勝山 127
国道 299 号　TEL.0274-20-7021

品も直売する銘木工芸館、「猪豚」料理や手打ち
そばがオススメの食堂などがあります。猪豚は全
国でも飼育数が少なく、「猪豚鍋定食」や「猪豚ソー
スカツ丼」が好評です。お土産の一番人気は、手
作り無添加天然醸造の麦味噌「十石みそ」です。

　
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
が
３
月
14
～
18
日
の
５
日
間
、
仙
台
市

で
開
か
れ
る
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
と
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
の
発

行
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
は
、
同
会
議
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災
害
常
襲
国 

日
本 

『
道
の
駅
』
の
果
た

す
役
割
」
を
開
催
し
、
災
害
時
に
道
の
駅
が
果
た
し
た
防
災
機
能
を
中

心
に
、
世
界
に
誇
る
「
道
の
駅
」
の
仕
組
み
を
「
日
本
モ
デ
ル
」
と
し

て
紹
介
、道
の
駅
の
持
つ
機
能
と
可
能
性
を
世
界
に
発
信
す
る
。
ま
た
、

宮
城
県
石
巻
市
の
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」
で
、
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
す
る
。

災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
極
め
て
意
義
深
い
。

　
災
害
時
に
「
道
の
駅
」
が
避
難

所
や
救
援
・
復
旧
の
拠
点
に
な
っ

た
こ
と
は
「
た
ま
た
ま
」
で
は
な

い
。
日
本
は
各
地
域
に
「
自
助
・

共
助
」の
伝
統
が
根
付
い
て
お
り
、

平
時
か
ら
「
道
の
駅
」
が
様
々
な

人
の
交
流
や
連
携
を
生
む
素
地
が

Mic
hi-n
o-E
ki

災害常襲国 日本「道の駅」の果たす役割
Role of Michi-no-Eki (Roadside Station) in Japan : A Disaster-prone Country

同時通訳設備有り
Simultaneous Interpretation Available

３月１６日（月）

平成27年

17:00～20:00

東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）６Ｆ
601大会議室

主催：全国「道の駅」連絡会／NPO人と道研究会
後援：国土交通省
協力：一般財団法人日本みち研究所／一般財団法人国土技術研究センター

会
場

日
時

Location : 6F, Tokyo Electron Hall Miyagi (Miyagi Kenmin Kaikan)

Date : Monday, March 16, 2015, 5:00pm-8:00pm

Admission Free

参加無料

お問い合わせ先
〒102-0075東京都千代田区三番町7-1　朝日三番町プラザ
TEL：03-3221-5921　FAX：03-3221-5922
E-mail：info@route-press21st.jp

What is Michi-no-Eki (Roadside Stations)
The program of Roadside Stations started in 1993 for the purpose of 
providing necessary services to drivers as well as activating local 
communities. They have been well accepted by communities and visitors, 
and presently, there are 1040 stations throughout Japan. They provided 
vital support to communities during natural disasters. 

「道の駅」とは
　「道の駅」の登録制度は、ドライバーなど道路利用者や、地域住民の利便
性向上を目的に1993年に始まった。地域活性化などに大きな役割を果たし、
公的施設として訪れる人々の人気を集め、今や全国に1040カ所にも成長し
た。現在では、防災に果たす役割も注目され地域社会の大きな支えになっ
ている。

全国「道の駅」連絡会と道の駅新聞ルートプレスは第３回国連防災世界会議を支援しています。

Public Forum at the Third UN World Conference on Disaster Risk Reduction
国連防災世界会議パブリック・フォーラム第　 回３

全　国

「道の　」連絡会

国連防災世界会議のチラシとプログラム㊦

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
３
月
16
日
午

後
５
時
か
ら
仙
台
市
の
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
宮
城
県

民
会
館
）
で
、
同
時
通
訳
付
き
で

開
催
。
国
土
交
通
省
後
援
、
一
般

財
団
法
人
日
本
み
ち
研
究
所
、
同

国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
協
力

し
て
実
施
。

役
割
を
解
き
明
か
す

　
東
日
本
大
震
災
で
避
難
所
に
な

り
、宿
泊
や
炊
き
出
し
に
貢
献
し
、

復
旧
の
支
援
基
地
に
な
る
な
ど
で

活
躍
し
た
道
の
駅
の
体
験
や
、
災

害
常
襲
国
日
本
に
暮
ら
し
、
自
然

と
共
に
生
き
る
日
本
人
の
国
民
性

な
ど
、
幅
広
い
視
点
か
ら
「
道
の

駅
」
の
役
割
を
解
き
明
か
す
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
会
長

の
本
田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長
が

主
催
者
挨
拶
を
し
た
後
、
第
１
部

の
基
調
報
告
で
は
「
国
土
の
あ
り

方
を
展
望
す
る
」
と
題
し
て
、
国

土
学
の
提
唱
者
で
公
益
社
団
法
人

日
本
道
路
協
会
会
長
の
大
石
久
和

氏
と
、
国
土
強
靭
化
政
策
の
提
唱

者
で
内
閣
官
房
参
与
、
京
都
大
学

大
学
院
教
授
の
藤
井
聡
氏
が
特
別

対
談
。　

第
２
部
は「
現
場
か
ら
の
報
告
」

と
し
て
、「
公
共
施
設
と
し
て
の

『
道
の
駅
』
の
役
割
」
を
深
澤
淳

「
災
害
と
道
の
駅
」
シ
ン
ポ
開
催

仙
台
で
国
連
防
災
世
界
会
議

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
。
国

連
防
災
世
界
会
議
は
東
北
復
興
を

元
気
付
け
、
震
災
か
ら
教
訓
を
学

ぼ
う
と
世
界
中
の
防
災
専
門
家
が

集
ま
り
議
論
す
る
。大
震
災
以
来
、

防
災
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
高

ま
り
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
巨
大
地
震

の
切
迫
も
予
測
さ
れ
、
備
え
の
重

要
性
が
増
す
中
、
東
北
で
国
連
防

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

国連の公式ロゴマーク

※上記プログラムは、変更になる場合があります。

３月１６日（月）
　　　１７：１５　開会

主催者の挨拶
全国「道の駅」連絡会会長　遠野市長　本田 敏秋 氏

　【第１部】基調報告
　　　17：25 　特別対談～国土のあり方を展望する～　

「災害常襲国、日本『道の駅』の果たす役割」
公益社団法人日本道路協会　会長　大石 久和 氏
内閣官房参与　京都大学大学院 教授　藤井 聡 氏

ー 休　憩 ー

　【第2部】講演～現場からの報告～
　　　18：30 　講演①　公共施設としての「道の駅」の役割

国土交通省道路局長　　深澤　淳志　氏
講演②　世界用語「Michi-no-Eki 」

JICA 客員専門員　　鹿野　和子　氏
講演③　その時「道の駅」は

道の駅「上品の郷」駅長　　太田　実　氏
講演④　道の駅の防災に関する駅長アンケート分

析と理論的考察
京都大学大学院都市社会工学専攻　藤井聡研究室

　　　19：４５　閉会の挨拶

　　　１９：50　閉会

■司会　義山　望（元 宮城テレビアナウンサー）

プログラム

志
国
交
省
道
路
局
長
が
講
演
。
世

界
に
道
の
駅
を
紹
介
し
て
き
た
鹿

野
和
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
客
員
専
門
員
が

「
世
界
用
語
『M

ichi-no-Eki

』」

と
題
し
て
世
界
の
現
状
を
解
説
。

道
の
駅
「
上
品
の
郷
」
大
田
実
駅

長
は
、「
そ
の
時
『
道
の
駅
』
は
」

を
テ
ー
マ
に
大
震
災
の
体
験
や
、

支
援
の
実
態
な
ど
を
話
す
。

　
最
後
に
、
京
都
大
学
大
学
院
都

市
社
会
工
学
の
藤
井
研
究
室
が
、

国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
ル
ー

ト
プ
レ
ス
紙
が
実
施
し
た
「
道
の

駅
の
防
災
に
関
す
る
駅
長
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
も
と
に
、
分
析
と
理
論

的
考
察
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、「
大

震
災
の
記
憶
と
防
災
・
減
災
展
」

と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
も
同
時
に
開

催
す
る
予
定
。

　
　

　
　
◇

　
　
　
◇

　
　
　
◇

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
14
日

10
時
30
分
か
ら
、
道
の
駅
「
上
品

の
郷
」（
宮
城
県
石
巻
市
）
で
、「
学

ぼ
う
！

　
災
害
へ
の
備
え
」
を
テ

ー
マ
に
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
す
る
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
壊
滅
し
な
が
ら
関
係
者
の
連
携

で
営
業
を
再
開
し
た
道
の
駅
「
大

谷
海
岸
」
の
米
倉
兵
一
元
駅
長
が

体
験
談
な
ど
を
語
り
、
地
元
放
送

局
の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
も
、

「
今
な
ら
話
せ
る
。
そ
の
と
き
の

私
」
な
ど
を
披
露
す
る
。




